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特記 訂正 日付 工事名

担当 図名 縮尺 設計番号
＊＊＊＊

株式会社
図面番号

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ
ＡＮＤＯ

ＤＥＳＩＧＮ

安藤　敦也

一級建築士事務所

一級建築士　第244565号

安藤建築設計 桜井中学校校舎改修第２期主体工事

1:200(A1)

A－

登録番号第10838号

2021.01.12

1:400(A3)
渡り廊下改修図

100

改修後2階東側渡り廊下　西面展開図

改修後3階東側渡り廊下　西面展開図

改修前3階東側渡り廊下　西面展開図

改修前2階東側渡り廊下　西面展開図

改修後1階東側渡り廊下　西面展開図改修前1階東側渡り廊下　西面展開図

防火設備

建具

C E F

2
,
5
0
0

18,0005,000

OPEN

EXP.J

防火設備

18,000

C E

2
,
5
0
0

5,000

OPEN

EXP.J

腰壁：杉羽目板ｔ12

巾木：木製

F

防火設備

腰壁：杉羽目板ｔ12

腰壁：杉羽目板ｔ12腰壁：杉羽目板ｔ12

建具

建具

防火設備

建具

床：モルタル下地　ＶＳｔ2.0 床：モルタル下地　ＶＳｔ2.0

床：モルタル下地　ＶＳｔ2.0 床：モルタル下地　ＶＳｔ2.0

壁：複層塗材E

（ゆず肌）

壁：複層塗材E

（ゆず肌）

EXP.J EXP.J

巾木：木製

壁：モルタル

2
,
5
0
0

18,0005,000

EXP.J

巾木：木製巾木：木製

壁：モルタル EXP.J

2
,
5
0
0

18,0005,000

建具

建具

壁：モルタル

壁：モルタル

C E F

FEC

東面も同様の改修とする。

2
,
5
0
0

9,0005,000

OPEN

EC

防火設備

腰壁：杉羽目板ｔ12

建具

防火設備

建具

床：ブナフローリングブロックｔ15.0

サンダー掛けの上、水性ポリウレタン樹脂塗装

壁：複層塗材E

（ゆず肌）

巾木：木製

2
,
5
0
0

9,0005,000

建具

C E

東面の建具は既設のままとする。

▲

▲

▲ 巾木：木製

壁：モルタル

巾木：木製

　　　：撤去範囲を示す

▲　　　：コンクリートカッター箇所を示す

新設 新設

新設

新設

新設

EXP.J

新設

新設

新設

新設

EXP.J

新設

新設

新設新設

新設

撤去

EXP.J

壁：モルタル

撤去

新設

新設

EXP.J

新設

新設

塗替

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

新設

壁：モルタル 撤去2,620

壁：モルタル 撤去

床：モルタル下地　ＶＴｔ2.0 撤去

床：モルタル下地　ＶＴｔ2.0 撤去

床：モルタル下地　ＶＴｔ2.0 撤去

1,215

1,215

建具（枠共） 撤去

建具（枠共） 撤去

建具（枠共） 撤去





特記 訂正 日付

担当

工事名

図名 縮尺 設計番号

図面番号

＊＊＊＊
安藤　敦也一級建築士　第244565号

一級建築士事務所

株式会社安藤建築設計
ＡＮＤＯ
ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ
ＤＥＳＩＧＮ

桜井中学校校舎改修第２期主体工事 A－

登録番号第10838号

2020.12.16

1:50(A1)
高架水槽撤去図
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ALC版取合部　1/20

水槽基礎（500×500×500）
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ロ-断面図　1/50イ-断面図　1/50

姿図　1/50
高架水槽目隠し平面詳細図 7 8

ALC受けアングルL-100×100×7o.p

10-D19 HOOP□-Ｄ10-＠100

8-D19

HOOP□-Ｄ10-＠100
コンクリート打放の上リシン吹付<撤去>

ALC版受けアングル100×100×7op<撤去>

ALC版@100 外部 吹付リシン

内部 仕上げ無し<撤去>

コンクリート打放し<撤去>

防水モルタルコテ押え

str□□-D10-@100

6-D19

コンクリート打放の上リシン吹付<撤去>

ALC版@100 外部 吹付リシン

内部 仕上げ無し<撤去>

※目隠し壁は架台基礎の天端まで撤去し、天端はモルタル補修及び

防水を施すこと。

7 8







桜井中学校校舎改修第２期主体工事
日付

登録番号 第10838号

ARCHITECTURAL

安藤　敦也

一級建築士事務所

株式会社

一級建築士　第244565号

安 藤 建 築 設 計
特記

2020.12.21

構造設計一級建築士

一級建築士

黒野幸弘

S - 01
訂正 ANDO

DESIGN

担当 図名

工事名

縮尺

図面番号

設計番号
第276959号

第4678号

建築工事特記仕様書（構造-1）

改良体の形状、深さ及び配置は、図示（　　　　　図）による。

品質検査方法は、改訂版 建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針に準拠する。

配合強度を設計基準強度の2.5倍以上を設定して、既存データから配合量と室内強度の関係を把握できる

図）による。　（5.3.7）

鉄筋の種類の記号は、図示（　　　　　図）による。　（5.2.1）

機械式継手及び溶接継手は、評定・認定等で認められた検査方法、検査箇所数及び不良となった継手の

機械式継手及び溶接継手は、「鉄筋の継手の構造方法を定める件」（平成12年5月31日建設省告示第1463号）に

（施工前に同等の補強であることを確認した計算書を提出し、設計者及び監理者の承認を得ること。）

試験方法 地盤工学会基準 JGS 1521-2003 による。

３節　既製コンクリート杭地業　　　４節　鋼杭地業

５節　場所打ちコンクリート杭地業

コンクリートの種別　（表4.5.1）

図示（　　　　　図）による。

杭頭の処理　（4.3.7）（4.4.6）

杭の継手　（4.3.6）（4.4.5）

杭の孔壁断面測定　（4.5.4）

高炉セメントB種

セメントの種別

杭の施工精度は、杭頭における水平方向の位置ずれ D/4（Dは杭径）かつ 100mm以下 とする。　（4.3.4）（4.3.5）

杭の材料、寸法、形状、継手箇所数、許容支持力等は、図示（　　　　　図）による。　（4.3.2）（4.4.2）

杭の施工精度は、杭頭における水平方向の位置ずれ 100mm以下 とする。

行う（本数及び位置は、図示（　　　　　図）による。）

杭の材料、寸法、形状、許容支持力等は、図示（　　　　　図）による。　（4.5.3）

B種

溶接継手

行わない

設計基準強度（Fc）は、図示（　　　　　図）による。

A種

工法名無溶接継手

ガス圧接継手完了後、下記の試験を行う。　（5.4.9）

４節　ガス圧接　　　５節　機械式継手及び溶接継手

（試験対象：

適合するものとする。　（5.5.2）（5.5.3）

修正方法等による。

超音波探傷試験

機械式継手の種類

外観試験

抜取試験

引張試験

全圧接部 ）

２節　根切り及び埋戻し

 （建築工事編）平成31年版（以下「標準仕様書」）を用いる。

建築工事特記仕様書（構造－１）

B種

埋戻し及び盛土の種別　（3.2.3、表3.2.1）

構外搬出適切処理

山留めの撤去　（3.3.3）

建設発生土の処理　（3.2.5）

・本工事においては、一般社団法人 公共建築協会発行の国土交通大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書

・設計図 及び 本特記仕様書 に記載されていない事項は、標準仕様書による。

S - 17

S - 17

２節　試験及び報告書

図示（　　　　　図）による。

図示（　　　　　図）による。

平板載荷試験

地盤の載荷試験　（4.2.4）

位置は監理者の指示による。

図示（　　　　　図）による。

試験杭の本数及び位置　（4.2.2）

試験位置、箇所数、載荷荷重等は、図示（　　　　　図）による。

適用について

支持地盤

地業施工法

４章　地業工事

１節　一般事項

３節　山留め

撤去

A種

３章　土工事

６節　砂利、砂、捨てコンクリート地業等

存置

C種 D種

（対象鉄筋：

（対象鉄筋：

（対象鉄筋：

溶接金網は、JIS G 3551 により建築図による。　（5.2.2）

梁貫通孔の位置、径及び箇所数は設備図による。

図示（　　　　　図）による。

評価・認定等を受けた既製品

各部の配筋は、図示（

２節　材料　　　３節　加工及び組立

鉄筋の継手　（5.3.4）

ガス圧接継手

梁貫通孔の補強

５章　鉄筋工事

重ね継手

）

配筋基準図

D19以上

D16以下

S - 17

）

）

建築図による。

室内配合試験を行って、その試験結果より決定する。

場合は、その資料を用いて決定する。

固化材添加量の決定方法

改良体の設計基準強度

床下防湿層の範囲、位置、材料及び納まり　（4.6.5）

砂利及び砂地業の厚さ　（4.6.3）

捨てコンクリート地業の厚さ　（4.6.4）

図示（　　　　　図）による。

図示（　　　　　図）による。

改良工法

地盤改良地業

図示（　　　　　図）による。

Fc＝ kN/m2

50 mm

60 mm

（項目のうち　　印を適用する。　　印は適用しない。）

S - 17



桜井中学校校舎改修第２期主体工事
日付

登録番号 第10838号

ARCHITECTURAL

安藤　敦也

一級建築士事務所

株式会社

一級建築士　第244565号

安 藤 建 築 設 計
特記

構造設計一級建築士

一級建築士

黒野幸弘

S - 02
訂正 ANDO

DESIGN

担当 図名

工事名

縮尺

図面番号

設計番号
第276959号

第4678号

建築工事特記仕様書（構造-2）

S - 17

S - 17 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。鋼材の材質、形状及び寸法は、図示（　　　　　図）による。　（7.2.1）

高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルト等の種類、材質及び径は、図示（　　　　　図）による。

水準第第6水準検査水準

現場溶接の場合

平均出検品質限界（AOQL） 4.0 ％ 2.5 ％

改良型スカラップ（鉄骨基準図による）

溶接技能者に対する技量付加試験　（7.6.3）

高力ボルト接合摩擦面のすべり係数試験　（7.4.2）

鋼製エンドタブの切断処理　（7.6.7）

溶接部の試験　（7.6.11）

スカラップの形状　（7.6.7）

支障箇所（図示による）のみ切断

平均出検品質限界（AOQL）

工場溶接の場合

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

実施しない

実施しない

実施しない

仮組　（7.3.10）

実施する

実施する

実施する

ノンスカラップ

4.0 ％

実施する

全数切断

実施しない

2.5 ％

支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に

建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

損傷防止のための措置を講ずること。

支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

設ける等、有効な損傷防止のための措置を講ずること。

建設省告示第1389号により、風圧並びに地震、その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して、安全上支障のない構造とすること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等、有効な地震その他の震動

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可トウ継手を

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等、有効な管の

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して、安全上支障のない構造とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造または無筋コンクリート造の場合は鉄製の

（7.2.2）（7.2.3）（7.2.4）

）

（6.13.2）

寒中コンクリートの適用期間は、コンクリート打込み後の養生期間が日平均気温 4℃以下 に適用する。　（6.11.1）

６章　コンクリート工事

７章　鉄骨工事

鉄骨製作工場は、国土交通大臣の認定を受けた工場とする。　（7.1.3）

マスコンクリートに用いるセメントの種類

施工管理技術者　（7.1.3）

グレードの適用（

適用する 適用しない

S MH

軽量コンクリートの種類　（6.10.1）

合板（厚さ 12mm）

（適用箇所

マスコンクリートの適用箇所

（適用箇所

せき板の材料　（6.8.3）

1種

2種

R J　）

）

）

気乾単位体積重量

（適用箇所

（6.13.1）

3t/m

打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地の位置、形状及び寸法　（6.6.3）（6.8.2）

普通ポルトランドセメント又は混合セメントA種（水セメント比 65％）

セメントの種類及び水セメント比の最大値　（表6.3.1）（6.3.2）

外部に面するコンクリート打放し仕上げの打増し厚さ　（6.8.2）

高炉セメントB種（水セメント比 60％）

コンクリートの設計基準強度（Fc）及びスランプ値　（6.2.2）（6.2.4）

構造体コンクリートの打放し仕上げ　（表6.2.4）

建築図による。

建築図による。

コンクリートの種別　（6.2.1）

図示（　　　　　図）による。S - 17

Ⅱ類

コンクリートの材料　（6.3.1）

B種A種

Ⅰ類

C種

（適用箇所

建築工事特記仕様書（構造－２）

行う（錆止め塗料の種別は図示による）

耐火被覆材の接着する面の錆止め塗装　（7.8.2）（7.8.3）

デッキプレートと鉄骨部材の溶接方法は、図示（　　　　　図）による。　（7.7.8）

溶融亜鉛めっき高力ボルト接合を使用する場合の摩擦面の処理　（7.12.4）

最小板厚に対するめっき付着量は、下記による。　（表14.2.2）

鉄骨の溶融亜鉛めっきは、表14.2.2 の A種とする。　（7.12.3）

C種（ HDZ35 ）

B種（ HDZ45 ）

A種（ HDZ55 ）

耐火被覆材の種類及び性能は建築図による。　（7.9.2）

梁貫通孔の位置、径及び箇所数は設備図による。

補強であることを確認した計算書を提出し、設計者及び監理者の承認を得ること。（全ての貫通孔補強は本工事に含む）

監理者に書面で報告すること。又、本設計図以外に躯体を貫通するスリーブが生じた場合は、施工前に同等の

躯体を貫通するスリーブ及び機器基礎類は、設備図にて施工方法等を十分に検討し、位置及び寸法等を設計者及び

（施工前に同等の補強であることを確認した計算書を提出し、設計者及び監理者の承認を得ること。）

その他

）

令第129条の2の3の事項

評価・認定等を受けた既製品

図示（　　　　　図）による。

鉄骨の梁貫通補強

B種A種

板厚 1.6 mm 以上

板厚 3.2 mm 以上

ブラスト処理

板厚 6 mm 以上

鉄骨の錆止め塗料の種類　（表18.3.1）

A種（JIS K 5674 - 2回塗り）

柱底均しモルタルの工法　（表7.10.2）

行わない

S - 04
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DESIGN

担当 図名

工事名

縮尺

図面番号

設計番号
第276959号

第4678号

デッキ合成スラブ標準図

1.   設　　　　計

2.  耐　火　設　計

3.   施　　　　工
4-2.   標準納まり:S造（鉄骨造）の場合

4-3. 標準納まり:ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合

5.    開  口  部  補  強　(例)

6.  　ひび割れ拡大防止のための留意点

4-1.   溶接金網又は異形鉄筋の納り(共通)

スーパーＥデッキ EZ50，EZ75 デッキ合成スラブ

設計･施工標準仕様書

タイプ

A

2020.12.21
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DESIGN

担当 図名

工事名

縮尺
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設計番号
第276959号

第4678号

図1.3　基礎接合部の補強配筋

　(3) 隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の1.5倍

※ L2hを確保できない場合は、3.B(2)によることができる。

縦筋：基礎梁あばら筋と同材質

横筋：柱帯筋と同材質
・同径・同間隔

図5.3.6　鉄筋相互のあき

C 柱及び梁の主筋を２段配筋とした場合の１段筋と２段筋とのあきは、Bで定まる値を確保したうえで、

　(5) 貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは。最小かぶり厚さ以上とする。

　(4) 鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、Bによる。

　(2)鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは最小かぶり厚さに10mmを加えた数値を標準とする。

　(1)鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは最小かぶり厚さに10mmを加えた数値を標準とする。

　(2) 仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さLが、表5.3.4のフックあり定着の長さを確保で

　　きない場合の折曲げ定着の方法は、図5.3.3により、次の(ⅰ)、(ⅱ)及び(ⅲ)を全て満足するもの

　　とする。

　　　　　梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

　　　(ⅱ)　余長は8d以上とする。

　　　(ⅲ)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さLa及びLbは、表5.3.5に示す長さとする。ただし、

　　　(ⅰ)　全長は、3.B(1)の直線定着長さ以上とする。

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

鉄筋の種類

SD295A

SD295B

SD345

SD390

3. 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

1. La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ(基礎梁、片持梁及び片持スラブを含む。)

2. Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ(片持小梁及び片持スラブを除く。)

1. L1、L1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

2. フックありの場合のL1hは、図5.3.1に示すようにフック部分ｌを含まない。

3. 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

図5.3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

ｌ

L1h

SD390

(注) 

24　27

30　33　36

45d

40d

35d

30d

(注) 

コンクリートの設計基準強度(Fc) (N/mm2)

表5.3.2　鉄筋の重ね継手の長さ

135°

（末端部）

スパイラル筋

　３．鉄筋の継手及び定着

　(1) 柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、設計図面による。耐力壁の鉄筋の重ね

　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

　(2) (1)以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表5.3.2による。

　　継手の場合、図示がなければ、40d（軽量コンクリートの場合は50d）と表5.3.2の重ね継手長さの

　　うち大きい値とする。

SD295A

SD295B

SD345

21

24　27

30　33　36

18

21

24　27

30　33　36

21

鉄筋の種類

18

A 重ね継手の長さは、次による。

180°

（末端部）

杭基礎のベース筋

折曲げ角度

使用箇所
あばら筋

帯筋

L1h(フックあり)

40d

35d

35d

45d

40d

50d

35d

50d

L1(フックなし)

45d

30d

25d

25d

30d

35d

25d

35d

30d

35d

（末端部）

幅止め筋Ｔ型及びＬ型の

（末端部）

梁のあばら筋

 90°

（中間部）

あばら筋

帯筋

スパイラル筋

135°及び90°

90° 135°

はかま筋基礎筋
21

30　33　36

24　27

20d

20d

20d

20d

20d

15d

0≦Ｄ≦200

C 基礎接合部の補強配筋は、図1.3による。

図1.1　独立基礎の配筋

L2

Ｄ

L2h ※

D16-200＠以下

L2

梁幅

　　　・同径・同間隔

10mm 10mm

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

ＬＬ

図5.3.3　折り曲げ定着の方法

コンクリートの設計基準強度(Fc) (N/mm2)

表5.3.5　投影定着長さ

18

18

21

24　27

30　33　36

30　33　36

24　27

21

15d20d

15d

15d

15d

20d

20d

20d

15d

15d

15d

15d

20d

20d

15d

15d

La Lb

図5.3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

La(ただし、柱せいの3/4倍以上)

全長

余
長

Lb

全長

余
長

　(1)主筋(長辺方向)を下側に配筋する。

10mm

B 直接基礎（連続基礎）の配筋は、図1.2による。

 （3)はかま筋の配筋は設計図面による。

 （2)はかま筋の配筋は設計図面による。

基礎筋(配力筋)

基礎筋(主筋)

GL

15d

はかま筋10mm

  極力、小さくなるようにする。

　５．基礎
A 直接基礎（独立基礎）の配筋は、図1.1による。

　(2) 25mm

Ｄ あき Ｄ

間隔

6
0
以

上

200＜Ｄ≦1000

L2h ※

Ｄ

L2

梁幅

D16-200＠以下

L2

図1.2　連続基礎の配筋

10mm10mm

L2

基礎下端

G Ａ形の場合で、杭頭が所定の高さより低い場合の補強方法の参考例を次に示す。

　(1) ベースを下げる。(基礎梁や柱との接合部についても検討する)

　(2) h＜0.7Ｄ＜300の場合の参考例。

H 鋼管杭の杭頭補強の参考例を次に示す。

1.2Ｄ以上

L
0

腹筋と兼ねてよい

連続基礎筋(配力筋)

基礎梁あばら筋

基礎梁主筋

はかま筋

連続基礎筋(主筋)

L
1
h
(
フ
ッ

ク
付

)
L
1
(
直

線
)
又

は
 

6
0

1.2Ｄ以上

Ｄは鉄筋の最大外径

L
2
h
(
フ

ッ
ク

付
)

L
2
(
直

線
)
又

は
 

L
1
(
直

線
)
又

は
 

L
1
h
(
フ

ッ
ク

付
)

1
0
0
以

上

・杭頭は固定とし配筋は、設計図面による。

・補強バンド、丸ぶた・十字リブ等付属品についてはJIS A 5525によ

・鋼管杭メーカーごとに杭頭処理方法が異なるので確認をする。
［必要溶接長さ確保］

2FL
　る。

中詰めコンクリート

L0＝L2＋50dp

dP：PC鋼材の外径

Ｄ：杭径

・補強コンクリートは基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリート

・補強筋は、設計図面による。

・中詰めコンクリート補強筋は基礎へL1(直線)又はL1h(フック付)定

補強コンクリート

h
＜

0
.
7
Ｄ

＜
3
0
0

補強筋

　着する。

L
2 　を使用する。

　(1) 溶接金網の継手は、1節半以上かつ150mm以上とする。また、定着は、図5.3.4による。なお、L1

　　　折曲げ外端より5d以上離し、溶接長さの前後に2dの余裕をとる。

図5.3.5　スパイラル筋の継手及び定着

　４．鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

表5.3.6　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（単位：mm）

1. ＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は、設計図面による。

2. 「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性有効でない仕上げ(仕上塗材､塗装等)

3. スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。

5. 塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、設計図面による。

　ただし、機械式継手及び溶接継手の場合のあきは、設計図面による。

B 鉄筋相互のあきは図5.3.6により、次の値のうち最大のもの以上とする。

　(1)ただし、柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保

　(2)柱・梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは最小かぶり厚さに10mmを加えた数値を標準とする。

 フックあり

 フックなし

　(3) 隣り合う継手の位置は､表5.3.3による。ただし､壁の場合及びスラブ筋でD16以下の場合は除く。

　　　なお、先組み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、設計図面による。

鉄筋の

種　類

SD295A

SD295B

1. L1、L1h：2.以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

2. L2、L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

B 鉄筋の定着は、次による。

　(1) 鉄筋の定着の長さは、図示がなければ、表5.3.4による。

3. L3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

4. L3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

5. フックあり定着の場合は、図5.3.2に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

6. 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

表5.3.1 鉄筋の折曲げ形状及び寸法

D

6d
以
上

8
d
以

上

　(1) 鉄筋の折曲げ形状及び寸法は、表5.3.1による。

1. 片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを用いる場合には、余長は4d以上とする。

2. 90°未満の折曲げの内法直径は設計図面による。

　(2) 鉄筋の折曲げ形状とその使用箇所は、次による。

　(3) 煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

　(2) 梁の出隅及び下端の両隅にある梁主筋の重ね継手（基礎梁を除く）

135°及び 90°

（幅止め筋）

(注) 

d
D

d

4
d
以

上

 90°

135°

d

D

d

D

C 鉄筋の折曲げ加工は、次による。

　(4) 杭基礎のベース筋

　(5) 帯筋、あばら筋及び幅止め筋

折曲げ角度

180°

折曲げ図

d

4d以上

D

4d
以
上

3d以上 4d以上 5d以上

(注) 

折曲げ内法直径(D)

D16以下

SD295A,SD295B,SD345

D19～D38 D19～D38

SD390

SD390

SD345

　２．鉄筋の末端部及び中間部の加工

　(1) 設計図書に記載がなければこの配筋基準図を準用する。

　(4) 図中の寸法単位はmmとし、単位記号は省略する。

　(2) 表、図番号及び記号は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工

　柱及び梁の主筋はガス圧接とし、その他の鉄筋は、重ね継手とする。ただし、次の場合にはガス圧接

　(1) 鉄筋の種類が異なる場合（SD390とSD345のガス圧接は可能）

　スラブ筋、壁筋などで隣接する配筋の間隔が変わる場合は、鉄筋間のあきを0.2L1かつ150㎜以下とす

B 異形鉄筋の末端部には、次の場合にフックを付ける。

　(3) (一社)日本建築学会の指針等を参考にする場合は最新版とする。

　(1) 柱の四隅にある主筋の重ね継手及び最上階の柱頭

を行わない。

　(2) 形状が著しく異なる場合

　(3) 径の差が5mmを越える場合

る。

A 鉄筋の継手工法は、次による。

　１．共通事項
適用範囲

　　事編）平成31年版」の番号を示す。

重
ね
継
手

圧
接
継
手

溶
接
継
手

機
械
式
継
手

2d 2dd

スラブ

30　33　36 40d 35d 30d 25d

L1､L2又はL3

直線定着の長さ

定着起点

L1h､L2h又はL3h

定着起点

フックあり定着の長さ

ｌ

小梁

表5.3.4　鉄筋の定着の長さ

直線定着の長さ

（片持

小梁

の場合は

25d）

24　27 35d 30d 20d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

30　33　36

18

21

24　27

30　33　36

21

24　27 40d

40d

30d

35d

35d

40d

30d

L1

45d

40d

コンクリートの

設計基準強度

(Fc) (N/mm2)

18

21

L2

35d

40d

25d 20d
150mm

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

以上

（片持

の場合は

25d）

スラブ

30d

30d

20d

25d

25d

30d

20d

10d

L3

スラブ
L1h

35d

30d
かつ

10d

L2h
L3h

小梁

25d

30d

フックあり定着の長さ

煙突等高熱を受ける部分

4. 杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

 のものを除く。

　(1) 粗骨材の最大寸法の1.25倍

土に接する部分

(注) 

基礎、擁壁、耐圧スラブ

柱、梁、スラブ、壁

擁壁、耐圧スラブ

屋外

A 鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表5.3.6による。

するように最小かぶり厚さを定める。

土に接しない部分

スラブ、耐力壁以外の壁

構造部分の種別

柱、梁、耐力壁

仕上げあり

仕上げなし

屋内

5d以上 溶接長さ

ａ≧400㎜

ａ≧400㎜かつ、ａ≧(b＋40)mm

・溶接継手

a

カップラー

a

b

 の場合

圧接継手

ａ＝0.5L1

L1

L1

a

ａ≧0.5L1

L1 L1a

表5.3.3　隣り合う継手の位置

ａ＝0.5L1h

の場合

L1h

L1h

a

ａ≧0.5L1h

L1h L1ha

d

D 帯筋などをフレア溶接する場合は、次による。

末　端　部

(柱頭又は柱脚部)

1.5巻き以上の添巻き

　(2) スパイラル筋の継手及び定着は、図5.3.5による。

C その他の鉄筋の継手及び定着は、次による。

　　は表5.3.2に、L2及びL3は表5.3.4による。

≧6d

≧6d d

(フック付) 　　の細い方の径 (フック付) 　　の細い方の径

中詰めコンクリート補強筋

・固定度については原則、固定として取扱うものとする。

・中詰めコンクリート補強筋は、設計図面による。

・機械式の杭頭補強を行う場合は、杭頭端板に十分な強度を確認する。

F Ａ形の場合で、杭頭切断した場合の補強方法の参考例を次に示す。

中詰めコンクリート

30

40

40

40

60

60

＊

＊

L
0

L0＝L2＋50dp

dP：PC鋼材の外径

L
1
h
(
フ

ッ
ク

付
)

L
1
(
直

線
)
又

は
 

最小かぶり厚さ

20

30

30

30

dP：PC鋼材の外径

〈Ａ形〉

L0＝L2＋50dp

2
0
d
0

2
0
d

15d
程度

基礎筋

・補強コンクリートの配筋は、設計図面による。

・杭頭を固定として設計し、中詰めコンクリート補強筋を省略する。

・補強コンクリートは基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリート

補強コンクリート

以
上

1
0
0

［注］PC鋼材の末端は
　　　カットせず杭体
　　　と緊結する

　を使用する。

15d
程度

L0＝L2＋50dp

印鉄筋は曲上げ
なくてよい

dP：PC鋼材の外径

L
1
h
(
フ
ッ

ク
付

)

L
0

はかま筋

以
上

1
0
0
 

L
1
(
直

線
)
又

は

2
0
d
0

2
0
d

L
2

〈Ｂ形〉

杭径

印鉄筋は曲上げ
なくてよい

はかま筋

中詰めコンクリート

基礎筋

底盤補強筋

杭
径

D 杭基礎(基礎筋)の配筋は、次による。

　(2) 長辺(主筋)方向を下側に配筋し、最小かぶり厚さを杭天端より60mmとする。

　(3) 外周部の基礎筋は重ね継手(20d)を設けて連続させる。

　(1) 基礎筋は90°折曲げとして20d以上曲上げ、さらに末端に90°フックを設ける。

E 杭基礎の配筋及び杭頭部の補強方法は、次を参考に設計図面による。

　(1) 既製コンクリート杭の杭頭部の補強方法は、下図のＡ形又はＢ形とし、適用は設計図面による。

　(2) 中詰めコンクリートは、基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリートを使用する。

　(3) はかま筋の配筋は設計図面による。

基
礎

筋

2
0
d

中　間　部

(重ね継手)

50d
50d

柱コンクリート面

L2h

は
か

ま
筋

≧6d
≧6d

d d

L2h

柱コンクリート面

d0：基礎筋・はかま筋

d：基礎筋の径 d：基礎筋の径

d0：基礎筋・はかま筋

短
辺

方
向

長辺方向
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余長

B 帯筋組立の形は図2.2により、適用は特記による。間隔は設計図面による。

d

　(2) 土間スラブ等の打継ぎ補強筋は、10.Eを参考に設計図面による。

　(1) 打増し補強筋は、8.Hを参考に設計図面による。

　(4) あばら筋の割付けは、8.Fを参考に設計図面による。

　(3) 腹筋及び幅止め筋は、8.Gを参考に設計図面による。

一般の場合

F 基礎梁の補強

≧8d

重ね継手とする場合

図1.8　あばら筋組立の形及びフックの位置

L1h コンクリート打継ぎ面

1. 図示のない事項は、8.A～Cによる。

1. 図示のない事項は、8.A～Cによる。

　　かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合は、図1.8によることができる。

　(2) あばら筋組立の形及びフックの位置は、8.Eによる。ただし、梁の上下にスラブが付く場合で、

　(1) あばら筋の径及び間隔は、設計図面による。

D 連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図1.7による。

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

3. 破線は、柱内定着の場合を示す。

2. 　　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

3. 破線は、柱内定着の場合を示す。

2. 　　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

lo/4

E あばら筋等

逃げ寸法

(注) 

L2 余長

L2 La ※

(注) 

L2

余長

La ※

図1.7　主筋の継手、定着及び余長（その３）

継手長さ

(余長)15d

余長
余長

La ※
L2

図1.6　主筋の継手、定着及び余長（その２）

継手長さ

継手長さ

lo/4

lo

lo/2

20d (余長)

20d (余長) 20d(余長)

L2La ※

余長

La ※

余長

L2

　(3) 梁にハンチを付ける場合、その傾斜は、設計図面による。

　(2) 梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。なお、定着の方法は、3.B(2)による。

図3.1　梁主筋の梁内定着

　　り柱内に定着することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図3.1による。

(a) 一般階の十形接合部
2. 溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は5d以上、片面フレア溶接の場合は10d以上とし、溶接は

3. SP形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻きを行う。

 鉄筋の組立前に行う。

図2.2　帯筋組立の形

ｅ

Ｄ

2. 梁上端のかぶり厚が大きくなるので注意をする。

1. かご鉄筋の配筋は設計図面による。

（ロ）

1. フック及び継手の位置は、交互とする。

P＠

P＠

≧6ｄ

（イ）

(注) 

P＠

≧6ｄ

（ロ）

⑤ＳＰ形（スパイラル筋）

（イ）

L

P＠

L

（ロ）

ｄ

≧6ｄ

（イ）

⑥丸形

L

（ハ）

L/2

≧40ｄ

（イ）

≧6ｄ

②Ｗ-Ⅰ形

①Ｈ形

d

（ロ）

L
1
b L
1

鉄筋かご参考図

③Ｗ-Ⅱ形

（ニ）（ハ）

≧8d

(注) 

　(4) 段違い梁は、下図による。

直線定着が可能
な場合はフック
付定着とする必
要はない。

Ｌ

L

L

8
d
以

上

8
d
以

上

L
2

L2

La

L2

L
2

La

　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

　　　　上端筋：曲げ降ろす。

④Ｗ-Ⅲ形

梁

(b) 最上階のＴ形接合部 一般階

図3.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

4. 破線は、柱内定着の場合を示す。

3. 梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すことができる。

2. 　　　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

1. 「2.鉄筋の末端部及び中間部の加工」B で定めた鉄筋には、フックをつける。

(c) ｅ≦Ｄ／６

ｅ

Ｄ

とを確認する。
筋と干渉しないこ
ただし、直交の梁
続させてもよい。
緩やかに折曲げ連
は、左右の梁筋を
の1/6以下の場合
段差ｅが柱せいＤ

e

(注) 

C ハンチのある場合の大梁主筋の定着及び余長は、図3.4による。

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

8
d
以

上

L
2

L2

La

L2

La

L
2

L2
La ※

余長

余長

L2 La ※

柱

L2
梁

L2
La ※

L2

余長

余長

L2
La ※

L1

L1

L1

(余長)15d

lo/4 lo/2
lo

L1

15d (余長)

lo/4

図3.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

L1

二段筋

L1

L1

最上階

L1
L2

　継手中心位置は、梁上端500㎜以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4(hoは柱の内法高さ)以下とする。

　７．柱
A 柱主筋の継手、定着及び余長は、図2.1による。

1. 図示のない事項は、8.A～Cによる。

  ただし、耐圧スラブが付く場合は、D による。

C 独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図1.6による。

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

3. 破線は、柱内定着の場合を示す。

2. 　　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

B 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図1.5による。

lo/4

lo/4

L2 La ※

(注) 

La ※
L2

余長

La ※

L2

余長

図1.5　主筋の継手、定着及び余長（その１）

lo/4

継手長さ

lo/2

lo

(余長) 15d (余長)15d

継手長さ
≧100

L2
La ※

L2
La ※

梁

lo/4

継手長さ

lo/2

lo

15d

(余長)

図1.4　梁筋の基礎梁内への定着

梁

L2

La ※

L2

余長
余長

1
0
0

L
1

　(2) 梁主筋を柱内に定着する場合は、8.A(2)による。また、梁主筋の逃げ寸法は柱面より100～150mm

　　定着する。ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図1.4による。

　(1) 梁主筋は、原則として柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に

I 場所打ちコンクリート杭の杭頭補強の参考例を次に示す。

　６．基礎梁

　　程度とする。

A 一般事項

　５．基礎

基礎下端

柱

・主筋は基礎へL1定着する。

・杭頭は固定とし配筋は、設計図面による。

10mm

　(1) 梁主筋は、原則として柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は､(2)によ

図2.4　柱の打増し補強配筋

1. 柱の打増し幅（a，a1，a2）が70mm以上の場合の補強を示す。

3. 軸方向の補強筋の間隔は300mm以下とし、径、材質、本数は設計図面による。

2. 帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはL2とする。

図2.3　帯筋の割付け

帯筋と同径、同材質、同間隔

1.5P1＠

1.5P1＠

1.5P2＠

L
2 下階の鉄筋

1. 柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には、フックを付ける。

⑤柱頭部をステッキ型の鉄筋で増筋し、梁主筋が降伏する以前に柱頭部の鉄筋が滑脱しないよう

③鉄筋かごを梁筋の上から柱頭にかぶせ、鉄筋かごと柱主筋を重ね継手により一体とする。

柱頭定着長さL2が確保できない場合は、次の対策例を参考に設計図面による。

3. 柱主筋のかぶり厚さの基準値は、フックのある場合は70～100mm程度、フックのない場合は30～50mmとする。

が多い場合

かぶり厚さ

④柱を屋根スラブより突き出させ、定着長さを確保できるようにする。

②柱頭の柱主筋全数にフックを設け、必要定着長さを確保する。

①梁せいを大きくしたり、梁端部にハンチを設ける。

図2.1　柱主筋の継手、定着及び余長

　な配筋とする。

1
0
d

＊ 

2. 隣り合う継手の位置は、表5.3.3「隣り合う継手の位置」による。

継手

(注) 

10mm

≧150

L2

定着

≧150

10mm10mm

h
o

h
o
/
2
＋

1
5
d

10mm

A 大梁主筋の継手及び定着の一般事項

　８．梁

(注) 

一方向の打増し

以下以下
300300

a

打増し部分

D 柱の打増し補強は、図2.4による。

L2

かぶり厚さ

上階の鉄筋
が多い場合

5
0
0
以

上
、

か
つ

1
,
5
0
0
以

下
5
0
0
以

上
、

か
つ

1
,
5
0
0
以

下

L
2

h
o

≦
3
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o
/
4

1
5
d

1
5
d

≦
3
h
o
/
4 h
o h
o
/
2
＋

1
5
d

L2

P1＠

P2＠

C 帯筋の割付けは、設計図面による。

10mm

4. 破線は、柱内定着の場合を示す。

3. 　　　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

2. 「2.鉄筋の末端部及び中間部の加工」B で定めた鉄筋には、フックをつける。

 　　下端筋：柱面より梁せい(D)以上離し、lo/4を加えた範囲以内

 　　上端筋：中央lo/2以内

1. 継手中心位置は次による。

a2

300300300
以下 以下以下

二方向の打増し

(注) 

打増し部分

300以下

用する。なお、P1＠、P2＠は特記された帯

その柱に取り付くすべての梁を考慮して適

L2

a1L2

筋の間隔を示す。

300以下

300以下

下端筋

lo

Ｄlo/4

上端筋

(余長)15d

一般階

20d (余長)

B ハンチのない場合の大梁主筋の重ね継手、定着及び余長は、図3.3による。

余長

間隔を1.5P1＠又は1.5P2＠とする範囲は、

柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の

径のものを２本重ねたものとする。
一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同
上下の柱断面寸法が異なる場合、帯筋は

(注) 

梁面より割り付ける。 La ※

L2

L2

余長

余長

La ※

L2 La ※

帯筋

L2

La ※

L2
余長

(余長)15d

Ｄ

継手長さ

lo/4

最上階

lo/2

15d (余長)

継手長さ

L2

余長

La ※

余長

La ※

lo/4
L2

La ※

(余長)15d

二段筋 余長

L2

L2
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端部（垂直及び水平断面）

端部や交差部で折り曲げる場合は、1-D13で補強する。（スラブ内に定着する場合も準用する。）

D 壁の交差部及び端部の配筋は、図4.2による(ラーメン構造)。

1. 図中のP＠は、設計図面で記された壁筋の間隔を示す。ただし、端部は柱、梁の主筋からの間隔で≦P＠とする。

5. 原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けない。

4. 幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

3. 壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。

2. 配筋の間隔が変わる場合は、無理に曲げずにあき継手とする。

2-D13

600≦Ｄ＜900

3. 腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ及び定着長さは、設計図面による。

2. 幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

1. 腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150㎜程度とする。(注) 

図3.9　腹筋及び幅止め筋

900≦Ｄ＜1200

1200≦Ｄ≦1500

2-D10

G 腹筋及び幅止め筋は、図3.9による。

2. 図中のP＠、P'＠は、設計図面で記されたあばら筋の間隔を示す。

1. あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　(3) 梁の端部で間隔の異なる場合は、図3.8による。

Ｄ

(注) 

図3.8　あばら筋の割付け（その３）

2-D10

2-D10

2-D10
腹筋

幅止め筋
2-D10

2-D10

P'＠

lo/4

P＠

lo

Ｄ

≦P'＠

P'＠

lo/4

 としてよい。

図3.14　片持梁主筋の定着（先端に小梁がある場合）

1. 図示のない場合は、図3.13による。

3. 先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋

2. 先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

図3.13　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁のない場合）

　(4) 打増し補強筋は、8.Hに準じる。

　(3) あばら筋は、8.E～Gに準じる。

※2. L3hを確保できない場合は、3.B(2)によること

3. 図示のない事項は、8.A～Cに準じる。

※1. Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上

　 ができる。

　 とする。

   除いた長さとする。

(注) 

(注) 

1-D13

2-D13
L2

図3.12　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

片持梁筋折下げ

L3h

先端小梁
(頭つなぎ梁)

2. 先端の折曲げ長さLは、梁せいからかぶり厚さを

1.　　　　印は、余長位置を示す。

2l/315d

(注) 

Ｌ

一般階

Ｌ

l

2l/315d

最上階

La 小梁外端部
L2

※2 余長
L3h

※1

※2
L3h L2

L2

L2

　(2) 先端に小梁がある場合は、図3.14による。

　(1) 先端に小梁のない場合は、図3.13による。

J 片持梁主筋の定着及び余長は、次による。

3. 図示のない事項は、6.A～D及び8.A～Cに準じる。

※ L3hを確保できない場合は、3.B(2)によることができる。

2. 梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

1.　　　　印は、余長位置を示す。

lo/6

l

(注) 

L3h
※

2lo/3

20d

lo

(余長)
20d

lo/6
(余長)

継手 L1

小梁連続端部

垂直断面

水平断面

片持梁

先端小梁
片持梁

片持梁筋折下げ

1-D13L2

1-D13

1-D13

L2

※

(注) 

主筋位置

≦P＠

D10-150＠

D10-200＠

D10,D13-200＠

D10-200＠

D10-250＠

D10-200＠

D10-250＠

長辺方向(配力筋)

スラブの基準配筋は表5.1及び図5.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、設計図面による。

 2-D13
 先端補強筋

大
梁

小
梁

(注) 

外壁の端部（垂直及び水平断面）
4-D13

図4.2　壁の交差部及び端部の配筋

2-D13

交差部（水平断面）

L2 L2L2

1. 配筋の割付は、中央から行い、端部は定めら

2. 鉄筋の重ね継手長さは、L1とする。

図5.1　スラブの配筋

　 れた間隔以下とする。

柱

(注) 

A スラブの配筋

１０．スラブ

(注) 

2-D13L2

1-D131-D13 1-D13

1-D131-D13

L2

L2

≦P＠

図4.1　壁の配筋

P＠

(1)

主筋位置

表5.1　スラブの基準配筋

短辺方向(主筋)

長辺方向(配力筋)

D13-100＠

D13-150＠

D10,D13-150＠

D13-150＠

D10,D13-150＠

D10-150＠

D10,D13-150＠

長辺方向(配力筋)

上端筋、下端筋とも同一配筋とする。

D10,D13-150＠Ｓ7

Ｓ6

Ｓ5

同上

同上

D13-150＠

D13-100＠

短辺方向(主筋)

全域

Ｓ4

Ｓ3

Ｓ2

Ｓ1

同上

同上

種　別

配　筋

全域

Ｓ14

Ｓ13

Ｓ12

短辺方向

同上

同上

D10-200＠

大梁柱

Ｓ10

Ｓ9

Ｓ8

Ｓ11

種　別

配　筋

同上

同上

D10,D13-200＠

D10,D13-150＠

短辺方向(主筋)

全域

3. パラペット縦筋の梁、スラブ等への定着長さはL2とする。

2. 鉄筋の径、材質及び間隔は、設計図面による。

1. コンクリートの厚さは、設計図面による。

図4.5　パラペットの配筋

 2-D13
 先端補強筋

L2 L2

長
辺

方
向

柱

柱

全域

C 壁配筋の継手及び定着は、図4.1による。

表4.2　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋

B 片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表4.2により、種別は設計図面による。

A 壁の基準配筋は表4.1により、種別は設計図面による。

　９．壁、パラペット

Ｄ10-200＠ダブル

Ｄ13-150＠ダブル

Ｄ10-200＠ダブル

Ｄ13-200＠ダブル

3. 副あばら筋の端部は180°フック又は135°フックとする。ただし､スラブと同時にコンクリートを打ち込むＬ形・

1. 形は、(イ)とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、(ロ)又は(ハ)、Ｔ形梁の場合は、(ロ)～(ニ)とすることができる。

2. 図中のP＠は、設計図面で記されたあばら筋の間隔を示す。

1. あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　(2) 間隔が一様で、ハンチがある場合は、図3.7による。

2. 図中のP＠は、設計図面で記されたあばら筋の間隔を示す。

1. あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　(1) 間隔が一様で、ハンチのない場合は、図3.6による。

F あばら筋の割付けは、次による。

P＠

(注) 

≒30

(注) 

図3.6　あばら筋の割付け（その１）

図3.7　あばら筋の割付け（その２）

≦P＠

P＠

Ｄ

≦P＠≦P＠

P＠

［ハッチ起点部］同径あばら筋(２本)

P＠

Ｄ

≒30

≦P＠

　(2) 壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、設計図面による。

　(1) あばら筋の種類、径及び間隔は、設計図面による。

D あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

4. 梁側面が柱面と同一の場合は、梁主筋を柱主筋の内側に配筋するため、あばら筋の幅を狭めて加工する。

   Ｔ形梁の場合はスラブ側の端部を90°フックとすることができる。

   なお、(ハ)の場合は、スラブの付く側を90°折曲げとする。

2. フックの位置は、(イ)の場合は交互とし、(ロ)の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とする。

E あばら筋組立の形及びフックの位置は、図3.5による。

≧6d

(イ)

(注) 

d

図3.5　あばら筋組立の形

(ロ)

≧8d ≧8d

(ハ)

≧8d

(ニ)

≧6d

図3.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

1. 梁の打増し幅（a，a1，a2）が70mm以上の場合の補強を示し、打増し幅は設計図面による。

2. あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、定着長さはL2とする。

lo

lo/2

lo/2

(端部)

L3h

3. 図示のない事項は、6.A～D及び8.A～Cに準じる。

※ L3hを確保できない場合は、3.B(2)によることができる。

2. 梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

1.　　　　印は、余長位置を示す。

単独小梁の場合は、図3.12による。

lo

7lo/12

(2)

余長

Lb

(端部)

L2

(注) 

lo/6
※

lo/2

15d
(余長)

lo/4

15d
(余長)

lo/4

lo/4 lo/4

　(1) 連続小梁の場合は、図3.11による。

I 小梁主筋の継手、定着及び余長は、次による。

3. 軸方向の補強筋の径、材質、本数は、設計図面による。

lo/2

L2

余長

Lb

20d

lo/4

15d
(余長)

(余長)

(外端)

(注) 

(連続端)

20d

(余長)
15d

(余長)

lo/4

20d

15d
(余長)

(余長)

lo/4

図3.10　梁の打増し補強配筋

余長

L2

Lb

lo/4

L2

(定着)
L2

(連続端)

20d
(余長)

(余長)
15d

lo/4

(注) 縦筋は、横筋の外側に配筋する。

L1
柱

ＫＷ2

ＫＷ1

種　別

横筋

縦筋

縦筋

横筋

縦筋及び横筋

打増し部分

側面の打増し

下端の打増し

L2 a

b

腹筋は、8.Gによる。

あばら筋と同径、同材質、同間隔

打増し部分

H 梁の打増し補強の配筋は、図3.10による。

a

L2

あばら筋と同径、同材質、同間隔

Ｄ10-200＠シングルＷ12

二方向の打増し

ｂa1

a2

L2

上端の打増し

L2

b

壁筋の配筋順序は、規定しない。(注) 

Ｗ20B

Ｗ20A

Ｄ10-150＠ダブル

Ｄ10-200＠ダブル

Ｗ18B

Ｗ18A

Ｗ15B

Ｗ15A

Ｄ10-150＠ダブル

Ｄ10-200＠ダブル

Ｄ10-100＠シングル

Ｄ10-150＠シングル

L2

a

種　別 縦筋及び横筋

　(4) コンセントボックス等を埋め込む場合の補強は、設計図面による。部分的にコンクリートの厚さ

　(3) 開口部が柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる

　(1) 耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表4.3、Ｂ形は表4.4とし、適用は特記による。

2-D13

1-D13

斜　め

1-D13

2-D13

斜　め

G パラペットの配筋は、図4.5による。

(注) 

F 壁の打増し補強は、図4.4による。

　　が薄くなり、ひび割れを生じやすくなる場合は溶接金網等で補強をする。

　　場合は、補強を省略することができる。

主筋位置梁

≦P＠

梁

≦P＠

P＠

断　面　図(mm)

200

180

L1

階段の配筋種別(表6.1)

ＫＡ2，ＫＡ4

ＫＡ1，ＫＡ3

図4.4　壁の打増し補強配筋

2. 打増し幅、補強配筋の径、材質、本数及び間隔は、設計図面による。

1. 壁の打増し厚さａが50㎜以上の場合の補強を示す。

2-D13

a

L2

2-D13

 先端補強筋
 4-D13

打増し部分

図4.3　壁開口部補強筋の定着長さ

L1

L1

開口

L1
壁配筋

　(2) 壁開口部補強筋の定着長さは、図4.3による。

　　　なお、耐震壁の補強筋は、設計図面による。

E 壁の開口部補強

120

200

180

150

断　面　図(mm)

表4.1　壁の基準配筋

Ｗ12，Ｗ15 1-D13

表4.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）

壁　の　種　別

Ｗ18，Ｗ20

Ｗ18，Ｗ20

Ｗ12，Ｗ15

補強筋

L1

縦　横

2-D13

4-D13

2-D13

補強筋

表4.3　壁開口部補強筋（Ａ形）

壁　の　種　別
縦　横

補強筋
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10d以上
土間コンクリート補強筋

3. スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋できる

2. スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し､隅角部に斜め方向に2-D13(ｌ＝2L1)シングルを

垂れ壁のある場合

 してスラブに定着してもよい。

 かぶり厚さを除いた長さとする。

図5.5　片持スラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）

2. スラブに段差のない場合は、主筋を引き通

1. 先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さより

(注) 

図5.7　スラブ開口部の補強配筋

1. スラブ開口の最大径が700mm以下の場合に限る。

 場合は､補強を省略することができる。

 上下筋の内側に配筋する。

(n1/2)本

L
1

(n2/2)本

n2本

n1本

開口

　    スラブ開口部の補強は、設計図面による。図示がなければ、図5.7による。

C スラブ開口部の補強

　(2) 先端に壁が付く場合の配筋は、図5.6による。

(注) 

1
0
0
以

下

1
0
0
以

下

図5.6　先端に壁が付く場合の配筋

垂れ壁のない場合

L2

2-D13

先
端

壁
厚

以
上

L2

L1

間隔に合わせる
先端壁の縦筋の径及び

1
0
0
以

下

 してスラブに定着してもよい。

図5.4　片持スラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）

 かぶり厚さを除いた長さとする。

2. スラブに段差のない場合は、主筋を引き通

1. 先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さより

l

(注) 

l≦600

　(4) 孔は、柱面から、原則として、1.5D以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は設計図面による。

下図の場合にも二辺固定スラブ形基準配筋を準用する。

　(8) 孔の径が梁せいの1/10以下、かつ､100mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口

　　に４箇所以上溶接する。

 (11) 溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

 (10) 溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。なお、リング筋は、溶接金網

　(9) 溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

　　部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

　(7) 補強筋は,主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図7.2による。

　(6) 縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

　(5) 孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の3倍以上とする。

　　は設けてはならない。

　(3) 孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし､梁中央部下端は梁下端よりD/3(Dは梁せい)の範囲に

　(2) 孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

　(1) 梁貫通孔補強筋の名称等は、図7.1による。

A 梁貫通孔の配筋は、次による。

１２．梁貫通孔の配筋

表6.1　片持スラブ形階段の基準配筋

A 片持スラブ形階段の基準配筋は、表6.1及び図6.1により、寸法及び配筋種別は設計図面による。

スラブ厚さｔ(mm)は設計図面による。(注) 

配筋図

配筋種別

配筋図

配筋種別

D10-300＠

D13
t

t

D10-300＠
t

D13

ＫＡ3

D10-300＠

D13
D13

ＫＡ1

D10-300＠
t

2-D13
t

D10-300＠
t

D13

ＫＡ4

D10-300＠
D13
2-D13

ＫＡ2

　    150mm以下の段差のあるスラブの補強は、図5.12による。（土間コンクリートは除く）

3. 土間スラブ下の砂利地業厚さ及び捨コンクリート厚さは、設計図面による。

図5.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

H≦70mmの場合

2. 土間コンクリート補強筋の配筋及びコンクリート厚さは、設計図面による。

70＜H≦150の場合

1. 土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいう。

図5.12　段差のあるスラブの補強配筋

鉄筋径及び間隔に合わせる
土間コンクリート補強筋の

１１．階段

2-D13

先
端

壁
厚

以
上

L
2

L2

350mm

H

5H

L2

H

F 段差のあるスラブの補強

(注) 

L
2

a

中間部

D13

a≦300mm

D13

D13

D13

端部

L
2

a

(注) 

図6.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

L0

D10

t

L2

L3

D10-300＠

D10

4-2-D16MH5

　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

4-2-D13

(注) 

MH7

MH6

4-2-D19

4-2-D16

2-6φ-100＠

　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

なし

2-2-D13

2-2-D13

縦 筋斜め筋配筋種別

MH4

MH3

MH2

MH1

4-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

(注) 

M4

M3

6-2-D13

4-2-D13

溶接金網

なし

2-6φ-100＠

表7.3　ＭＨ形配筋

2-6φ-100＠

配　筋　図

　(1) 片持スラブの基準配筋は表5.2並びに図5.4及び図5.5により､配筋種別及びスラブ厚さは、設計図

　(2) スラブ筋の定着及び受け筋は、図5.2による。ただし、引き通すことができない場合は、図5.3に

受け筋D13

余長

主　　　筋

　　面による。

B 片持ちスラブの配筋

Ｌ

主　　　筋  配筋種別 配筋種別

D16(l＞1,000)
受け筋D13(l≦1,000)

ＣＳ4
D10-200＠ 下

先端部補強筋
2-D13

主筋

配力筋

8d以上

L2

D10,D13-200＠

D10,D13-300＠
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表5.2　片持スラブの基準配筋

耐圧スラブの場合

図5.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）
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図5.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）
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B 梁貫通孔の補強形式は表7.1から表7.3により、配筋種別は設計図面による。

溶接金網

B 二辺固定スラブ形階段の基準配筋は、表6.2並びに図6.2及び図6.3により､寸法及び配筋種別は設計図
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2. 出隅受部の補強筋は設計図面による。

　(2) 土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋は、ａが300mm以下の場合は、図5.11による。

2. 土間スラブとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるもの以外で､梁及び柱を介して基礎へ荷重

1. 基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。

　(1) 土間スラブの打継ぎ補強は、aが300mm以下の場合は、図5.10による。

図5.10　打継ぎ補強配筋

図5.9　片持スラブ出隅部の補強配筋
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　(1) 屋根スラブの出隅及び入隅部の補強は、図5.8による。

図5.8　出隅及び入隅部の補強配筋
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　(2) 片持スラブの出隅部の補強は、図5.9による。
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図6.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）
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図7.2　補強筋の定着長さ
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表6.2　二辺固定スラブ形基準配筋

図6.1　片持スラブ形階段配筋の定着
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１／2.5以下

ｔ１

　　図による。

　（５）溶接部分の段差

　　　完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが１０mmを超える場合は下

主管

溶接部分の段差

4

3

溶　接　方　法

半自動溶接

手　溶　接

　（６）余盛り

溶　接　継　手

　　突合わせ継手

余盛り高さの限度

　　　仕上げるものとする。

4

3
半自動溶接

自動溶接

手　溶　接

Ｄ

フレア溶接

隅 肉 溶 接

　（７）鋼管分岐継手

Ａ
Ｃ

　　ない。

適用管厚　3.2mm≦ｔ≦12mm

交角　30°≦θ≦150°

θ

　　か ど 継 手

　　　鋼管分岐継手における支管は、主管外径より細径のものとし、開先標準は下図

　　による。ただし、自動機械により開先加工を行う場合については、この限りでは

支管

　　ａ）完全溶込み溶接（突合わせ継手、かど継手）、隅肉溶接及びフレア溶接の溶

　　ｂ）完全溶込み溶接（Ｔ形継手）の溶接部は、ビート表面が滑らかになるように

　　　接部は、余盛りを行うものとする。余盛り高さの限度は下表による。

余盛り高さの限度

（単位：mm)

ｔ

Ｄ－Ｄ断面図Ｄ

ｔ

接線

0～3

1.5ｔ～2.0ｔ

Ｂ部断面

～60°

1.5ｔ～2.0ｔ

0～
3

ｔ

Ｂ

1.5ｔ～2.0ｔ

Ａ部断面

0～3
50°～60°

　　　　　鋼管分岐継手詳細（単位：mm）

50°

寸　　　法

　　　下向きを原則とする。

　（８）スタッド溶接

項　　　目

　　ｄ）スタッドの間隔、ゲージ等の寸法は、下表及び下図による。

　　　た場合については、この限りではない。

スタッドの間隔、ゲージ等の寸法

　　　るものとし、適用する呼び名は、１３、１６、１９及び２２の４種類とする。

　　ｃ）スタッド溶接は、デッキプレート上から行ってはならない。ただし、デッキ

　　　プレート厚１．６mm以下で、あらかじめ良好な溶接が得られることが確認され

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

1.5ｔ～2.0ｔ

　　ａ）スタッド溶接は、アークスタッド溶接方式による直接溶接とし、溶接姿勢は

　　ｂ）スタッド溶接材料は、ＪＩＳ　Ｂ１１９８「頭付スタッド」の規格に適合す
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（ｇ）

（ｅ）1
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　呼び名の5倍以上
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梁　部

スタッドの配置

柱　部
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２（両面溶接）
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２（両面溶接）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

１（片面溶接）

　　ない。

　（１）エンドタブ

　　　エンドタブの材質は、母材と同等以上、形状は、母材と同厚・同開先のものと

　　し、長さは、下図及び下表による。ただし、あらかじめ溶接端部に欠陥が生じな

　　いことが確認された材質及び形状のものを用いる場合については、この限りでは

５　溶接施工

（単位：mm)

ｓ溶接方法

　　　70以上

　　　35以上
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10mm以上
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裏当て金
ｓ
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  　自 動 溶 接

　　半自動溶接

　　手　溶　接
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裏当て金の厚さ
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　　　材と同等以上のものとする。

　　ｂ）裏当て金の厚さ及び隅肉溶接のサイズは下表により、材質は、原則として母

エンドタブ

　（２）裏当て金及び裏はつり

　　ａ）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は、原則としてフランジの内側

　　　に設置し、取付け方法は下図による。裏当て金の組立溶接は、接合部に悪影響

　Ｈ

（単位：mm)

ｔ≦12

１（片面溶接）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

２（両面溶接）

ｔ≦6

　Ｈ

１（片面溶接）

　（１）完全溶込み溶接

　　アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

２（両面溶接）

　　ａ）突合わせ継手（Ｂ）の開先標準は下図による。

４　溶接継手の種類別開先標準

　　　及びセルフシールドアーク半自動溶接　　　　　

Ｇ

Ｇ＝ｔ
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６ t

6

tt

30°

t２

12<ｔ≦22

45°

２ t

7

2

35°

D1

６

60°

60°

D2
t

6

30°

22<ｔ≦40

D1

２

45°

6

60°

突合わせ継手の開先標準

t
D2 t

２

D1＝（ｔ－６）／２

D2＝（ｔ－６）／２

Ｇ

t

Ｇ＝ｔ

35°

２ t

6<ｔ≦19

35°

7

19<ｔ≦40

7

t２

記　号

Ｈ

D1＝２（ｔ－２）／３

D2＝（ｔ－２）／３

　　アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接
　　　及びセルフシールドアーク半自動溶接　　　　　

　　ｃ）かど継手（Ｌ）の開先標準は下図による。

１（片面溶接）

１　適用範囲

１　溶接方法

２　溶接継手

　スタッド溶接等とする。

３　溶接記号

溶接方法

　　（１）日本建築学会　建築工事標準仕様書　JASS6　鉄骨工事（最新版）

　　設計図書に特記がない場合には、原則として、この鉄骨基準図を適用する。

　ドアーク半自動溶接、サブマージアーク自動溶接、エレクトロスラグ溶接及びアーク

　　溶接継手の種類は、完全溶込み溶接、部分溶込み溶接、隅肉溶接及びフレア溶接と

　　溶接方法の種類は、アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、セルフシール

　し、完全溶込み溶接の継手形状の種類は、突合わせ継手、Ｔ形継手及びかど継手とする。

　（１）溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号

　　　溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号、並びに溶接の補助記号は下表による。

　　　　　　　　　分　　　　　　　　　　　類

　　溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号

　セルフシールドアーク半自動溶接

　アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、

　　（２）日本建築学会編集　「鉄骨工事技術指針」工場製作編 （最新版）

　　本基準図に記載されていない事項は次による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事現場施工編 （最新版）

　１　共　通　事　項

　２　溶　接　接　合
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　　　ない場合の開先標準は、「部材が直交しない場合の開先標準」による。

60°

t
D2

6
Ｓ

12

10Ｄ

ｔ

（単位：mm)

2 t

60°
7

t
D2

Ｓ

Ｔ形継手の開先標準

1/4ｔ≦Ｓ≦10

２（両面溶接）

6<ｔ≦19

1/4ｔ≦Ｓ≦10

19<ｔ≦40

D1＝（ｔ－６）／２

D2＝（ｔ－６）／２

ｄ/２
60°

Ｓ

Ｓ

0
45°

ｄ

Ｓ

Ｓ
ｔ

2

45°

ｔ

≧
60
°

0

2

1/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦10

2/3(t-2)
1/3(t-2)

≧
75
°

2 t

7

1/4ｔ≦Ｓ≦10

１（片面溶接）

6<ｔ≦40引出線（折線）

Ｌ－Ｐ

基準線

断続溶接の長さ

断続溶接の間隔

溶接継手

溶接面

溶接方法

Ｓ

35°

≧
60
°

7

ｔ

1/4ｔ≦Ｓ≦10

60°60°

部材が直交しない場合の開先標準

Ｈ（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

D2＝（ｔ－２）／３

1/4ｔ≦Ｓ≦10

D1＝２（ｔ－２）／３

2 D1 D1

ｄ

ｄ/２

Ｈ（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

１（片面溶接）

Ｈ（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

　（３）部分溶込み溶接

　　　部分溶込み溶接（Ｐ）の開先標準は下図による。片面溶接を行う場合には、原則

　　として部分溶込み溶接を行わない側に隅肉溶接を行う。

　　　フレア溶接（ＦＬ）の開先標準は下図による。

　　　隅肉溶接（Ｆ）の開先標準は下図により、サイズ（Ｓ）は下表による。

45°

　（４）フレア溶接

１（丸鋼等片面溶接）

16

11

1/4ｔ≦Ｓ≦10

隅肉溶接のサイズ

ｔ≦16

Ｈ（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

溶接継手
　隅肉溶接

　完全溶込み溶接

　　溶接の補助記号

溶 接 面

　　　区　　　　　分

　片面溶接

　両面溶接

　フレア溶接

　部分溶込み溶接

　（２）溶接記号の記載方法

 　全　　周　　溶　　接

　断続溶接の長さ及び間隔

　全  周  現  場  溶  接

 　現　　場　　溶　　接

　　部材面に先端を向けるものとする。

現場溶接

全周溶接

引出線

全周現場溶接

60°

　　　溶接記号の記載方法は下図による。ただし、溶接方法又は溶接面の指定を行わ

　　　完全溶込み溶接及び部分溶込み溶接の場合は、引出線を折線とし、開先をとる

溶接記号の記載方法

基準線

　　ない場合は、溶接継手記号のみを記入する。

Ｌ－Ｐ

補助記号

　エレクトロスラグ溶接

　サブマージアーク自動溶接 Ａ 　（２）隅肉溶接 裏当て金の厚さ溶接方法 Ｓ

　　ｂ）従来型スカラップの形状は下図により、スカラップ半径Ｓｒは３５mmとする。

　　ａ）改良型スカラップの形状は下図により、スカラップ半径Ｓｒ は３５mm、Ｓｒ 

　　　を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の１／４の位置に行う。
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ARCHITECTURAL

安藤　敦也

一級建築士事務所

株式会社

一級建築士　第244565号

安 藤 建 築 設 計
特記

構造設計一級建築士

一級建築士

黒野幸弘
鉄骨基準図 (2)

S - 10
訂正 ANDO

DESIGN

担当 図名

工事名

縮尺

図面番号

設計番号
第276959号

第4678号

１　梁貫通補強

仕口部柱

　・貫通孔補強は、補強プレートをウエブﾞ両面に設け、全周すみ肉溶接する。

　・貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の3倍以上を確保する。

　・貫通孔の内法寸法(D)は、鉄骨梁成の1/3以下とする。

　６　梁貫通補強　等

2Ｆ

2Ｆ

間柱

(b)　梁側面に取付く場合

Ｆ2

Ｆ2

Ｆ2

Ｆ2

1Ｆ

E
2

D

1
5
E
2

1
5

貫通孔

E115
1Ｆ

2Ｆ

2Ｆ

２　間　柱

D
E1 15

間柱

10

2Ｆ

(a)　梁直下に取付く場合

３　母屋、胴縁

Ｆ1 Ｆ1

Ｓｃ

2 20

60°
20

10

Ｆ

1／5以下

10 10

Ｆ2

リブプレート（単位：mm）

リブプレート

ウェブ継手

10

間柱の接合（単位：mm）

　・補強プレートの厚みは、ウエブ材の2/3以上（両面）とする。

補強プレート(両面)

　・E1≧D/2かつ100mm以上、E2≧D/2以上とする。

　（１）仕口パネル

１　仕口部詳細

　５　鉄骨標準詳細図

　　　仕口パネルの範囲は下図による。材質は、取り付く梁及び柱のウェブ材のうち、

　　強度及び溶接性の最も優れたものと同等のものとし、板厚は、パネルゾーンの検

150

仕口パネル

150

　　　を設けるものとする。

２　各部詳細

　（１）梁及び柱のしぼり

柱通し

50

50

50
1／5以下

1／5以下
リブプレート

1／2.5以下
1／5以下

2
5
0

フランジ継手

梁通し

一般部

梁及び柱のしぼり（単位：mm）

　　　置は下図による。

仕口パネル

仕口パネル（単位：mm）

梁通し

　　板厚以上かつ９mm以上とする。

10

e
Ｂ’

空気穴 100mmφ

半径＝50～100

　　　かつ９mm以上とする。

　　　とすることができる。

　（２）水平スチフナ及びダイアフラム

スニップカット

　　ａ）十字形柱及びＨ形柱の仕口部に設ける水平スチフナの形状及び大きさは下図

　　　による。材質は、梁フランジ材と同等のものとし、板厚は、梁フランジ厚+３mm以上

　　　　なお、梁幅が３００mm以上の場合は、スニップカットの代わりにスカラップ

柱通し

　　討を行い決定する。ただし、板厚は取り付く梁及び柱のウェブ材のいずれか厚い

　　ｂ）柱のフランジ幅及び板厚のしぼりの限度並びにフランジ及びウェブの継手位

1
5
0

　　　大きさは、上下柱のうち大きいものと同一とし、材質は、上下柱材のうち、強　　　大きさは、上下柱のうち大きいものと同一とし、材質は、上下柱材のうち、強

　　ａ）梁及び柱のしぼりの限度及び位置は下図により、梁ハンチ部にリブプレート

　　　　リブプレートの形状は下図により、板厚は梁ウェブと同厚以上とする。

1／5以下

　　ｂ）鋼管柱の仕口部に設ける柱の形状は下図による。

　　　度及び溶接性の最も優れたものと同等以上のものとする。

鋼管柱の仕口部に設ける柱の形状

（単位：mm)

ＢＢ
ｇ2ｇ12ｇ

ｇ1 2

Ｂ

ｇ

Ａ
ｇ

1

　（３）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

　　　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、原則として下表による。

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

最大
軸径

70 40

75

80

40

45

50

65

30

35

Ｂ ｇ3

90 50

20

22

22

12

20

24
※１

90

105

120

56

75

1 2ｇ ｇ

150

22

22

24

16

16

最大
軸径

24

140

140

70

90

24

24

150 40 100 5524 24

20

20

22

16

12

16

最大
軸径2ｇ1 Ｂ

60

65

70

45

50

Ａ又はＢ

75

35

35

40

25

28

ｇ

40

24

24

24

24

24

24

24

40

70

55

35

90

130

150

175

90

100

125

200

50

55

60

50

55

50

60

80 2245

　※１　千鳥打ちとした場合

300

350

400

150

175

200

100

125

250

１　柱脚の形式

２　アンカーボルト等の設置

　（１）アンカーボルト

　鉄筋コンクリート造においては埋込み型柱脚とする。

　４　柱　　　　　脚

鋼　　製

ナット

5

並形六角ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１（六角ナット）

鋼　　製

4.6

ボルト

ＪＩＳ　Ｂ１１８０（六角ボルト）

並角六角ボルト

JIS B0205-4（一般用メートルねじ－第４部：基準寸法）による。

データ）による6H

中

 JIS B0209-1（一般用メートルねじ－

公差－第１部：原則及び基礎

M24M22M20M16M12

中

データ）による6g

 JIS B0209-1（一般用メートルねじ－

公差－第１部：原則及び基礎

ねじの呼び

3ｇ

２　ボルトの表示記号

　　ボルトの表示記号は下表による。

ボルトの表示記号

　高力ボルト（Ｆ１０Ｔ、Ｓ１０Ｔ）

　溶融亜鉛めっき高力ボルト（Ｆ８Ｔ相当）

　普通ボルト

ボルトの種類

　　　高力ボルトの種類は、ＪＩＳ　Ｂ１１８６「摩擦接合用高力六角ボルト・六角

　　ナット・平座金のセット」（２種Ｆ１０Ｔ）の規格に適合するもの、建築基準法

　　高力ボルト（１種Ｆ８Ｔ相当）とする。

　　に基づき認定されたトルシア形高力ボルト（２種Ｓ１０Ｔ）及び溶融亜鉛めっき

　　　普通ボルトのボルト及びナットは下表により、ねじは、ＪＩＳ　Ｂ０２０５「

　　一般用メートルねじ」による。座金は、ＪＩＳ　Ｂ１２５６「平座金」による並

普通ボルトのボルト及びナット

の規格

程　　度

仕上げの

ねじの公差域

クラスの規格

規格番号
規格名称

種　　類

材料区分

強度区分

ねじの種類

　（２）普通ボルト

　　型とする。

１　ボルトの種類

　（１）高力ボルト

　３　高力ボルト接合等

　　柱脚の形式は、原則として鉄骨造においては露出型柱脚又は埋込み型柱脚、鉄骨

　　　外に３山以上出るようにする。ただし、コンクリートに埋め込まれる場合は、

　　ａ）アンカーボルトは二重ナット及び座金を用い、その先端は、ねじがナットの

1
0
0

（リブプレート付）

(c)　鋼板による接合

1Ｆ

1Ｆ

鋼板

50-500

1FL

2FL

丸鋼

20
Ａ

50-500

Ａ

(b)　勾配のある場合

1
0
0

1
0
0

(a)　山形鋼による接合

1
0

1
0
0

1
0
0

（単位：mm）

20

４　折板受材

1FL

C-100×50×20×2.3

50-500

A-A断面図

(a)　一般の場合

1
、

0
0
0
程

度

折板受材の取付け（単位：mm）

母屋・胴縁の接合（単位：mm）

(d)　母屋・胴縁を継ぐ接合

(b)　鋼板による接合

山形鋼又は鋼板

PL-3.2

500以下

L-50×50×6-@600以下

1Ｆ

PL-1.6

50-500

200以下

Ｆ2

(c)　端部受け材による場合

PL-1.6

Ｆ
50-50050-500

Ｆ1

５　コンクリートスラブ端部受け材

(a)　梁側面まで

50

150以上

柱通し

PL-1.6
50-500

1Ｆ

Ｆ1
50-200

内ダイアフラム

100以上

コンクリートスラブ段差デッキ受け材（単位：mm）

受け材：L-75×75×6

(b)　デッキ延長可能な場合

コンクリートスラブ端部受け材（単位：mm）

６　コンクリートスラブ段差デッキ受け材

1

5
0

梁に段差がある場合

空気穴

　　場合については、この限りではない。

　（２）梁の段差

10

10

70以上

2 2’

Ｈ形柱

水平スチフナ（単位：mm）

Ｂ

スニップカット

十字形柱

2
5
以

上

25以上

2
5
以

上

25以上

空気穴

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

　　　省略することができる。

　　　９mm以上とする。

　　　る。ただし、スニップカットの代わりにスカラップを設ける場合は、空気穴を

スニップカット

　　　強度及び溶接性の最も優れたものと同等以上のものとし、板厚は、同レベルに

　　　集まる梁フランジのうち最も厚いフランジ厚+６mm以上かつ１６mm以上とする。

　　　　内ダイアフラムの場合の材質は、梁フランジ材と同等以上のものとし、板厚は、

　　　　ダイアフラム中心部には、最上部を除いて空気穴（直径３０mm程度）を設け

　　　　通しダイアフラムの場合の材質は、取り付く梁フランジ材及び柱材のうち、

　　　同レベルに集まる梁フランジのうち最も厚いフランジ厚+３mm以上かつ

　　ｂ）鋼管柱の仕口部に設けるダイアフラムの形状及び大きさは、下図による。

スニップカット

150以上

梁通し

150以上

十字形柱

Ｂ－Ｂ断面図

内ダイアフラム

150以上

Ｈ形柱

鋼管柱

縦スチフナ

Ａ－Ａ断面図

通しダイアフラム

ダイアフラム（単位：mm）

　（３）縦スチフナ

　　　か最も厚いもの以上とする。

縦スチフナ

縦スチフナ（単位：mm）

十字形柱 Ｈ形柱

　　　縦スチフナの幅は、取り付く柱フランジと同一とし、材質は、上下柱フランジ

　　　材のうち、強度及び溶接性の最も優れたものと同等のものとし、板厚は、いず

　　ａ）十字形柱及びＨ形柱の仕口部に設ける縦スチフナは下図による。

柱のフランジ幅及び板厚のしぼりの限度、フランジ及びウェブの継手位置

　　　柱に取り付く梁に段差を設ける場合は下図による。ただし、溶接上支障がない

150以上

150以上

柱脚部のしぼり（単位：mm）

　　ｃ）柱脚部のしぼりの限度及び位置は下図による。

1／5以下

梁の段差（単位：mm）

1Ｆ

　　　金とベースプレートを全周溶接することとし、下図による。

座金とベースプレートの全周溶接

クリップ止め程度

補強材

アンカーボルト

柱主筋

Ａ Ａ

アンカーボルト

Ａ Ａ

鉄製フレーム

　　　アンカーボルトの保持及び埋込みは、下図による。

　（２）アンカーボルトの保持及び埋込み

2624

（単位：mm)

M24M22

1814 22

M16 M20M12

24.520.516.5 22.5

22.017.5 26.024.0

ねじの呼び

※2

　　　※１　建設大臣認定条件による。

※1

　　　※２　母屋、胴縁類の取付用ボルトの場合は、ボルトの径＋1.0mmとすることができる。

12.5

40

45

M24

（単位：mm)

35

40

M22

30

35

M20

25

30

M16

※１

JIS形

ねじの呼び

　　　※１　建設大臣認定条件による。

25

M12

（単位：mm)

柱主筋

Ａ－Ａ断面

クリップ止め程度
補強材

Ｂ種

Ａ－Ａ断面

　（３）柱底均しモルタル

Ａ種

　　　柱底均しモルタルは、下図による。（Ａ種を原則とする。）

アンカーボルトの保持及び埋込み

モルタル仕上げ

3
0

Ｂ種

5
0

Ａ種

柱底均しモルタル（単位：mm）

モルタル中心塗り

無収縮モルタル圧入

ｐ ｐ ｅ

Ｐｔ

ｐｐ

60

70M24

M22

M20

M16

M12

ｅ

40

45

M24

（単位：mm)

ｇ

ゲージ

M12,M16,M20,M22

千鳥打ちの間隔（Ｐｔ）

ねじの呼び

ｇ

40

50

55

60

45

60

40

45

50

55

45

40

35

25

－

35 6550

縁端距離 ボルト間隔

　　ボルト孔の径は下表による。

高力ボルトの締付け長さに加える長さ

縁端距離及びボルト間隔

千鳥打ちのゲージ及び間隔

　　高力ボルトの長さは、締付け長さに下表の値を加えたものを標準長さとする。

　（１）縁端距離及びボルト間隔

５　縁端距離及びボルト間隔等

　　　縁端距離及びボルト間隔は、原則として下表による。ただし、引張材の接合部

　　分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本以上並ばない場合の縁端

　　距離は、ボルト軸径の２．５倍以上とする。

　（２）千鳥打ちのゲージ及び間隔

　　　千鳥打ちのゲージ及び間隔は、原則として下表による。

　高力ボルト（Ｆ１０Ｔ、Ｓ１０Ｔ）

　溶融亜鉛めっき高力ボルト（Ｆ８Ｔ相当）

ねじの呼び

ボルトの種類

トルシア形

４　高力ボルトの長さ

　普通ボルト

３　ボルト孔の径

ボルト孔の径

アンカーボルト

　　ｂ）アンカーボルトにせん断力を負担させる場合は、座金厚さの検討を行い、座

　　　二重ナットとしないことができる。 e≧max
B B'
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構造設計一級建築士

一級建築士

黒野幸弘
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DESIGN
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工事名

縮尺

図面番号

設計番号
第276959号

第4678号

　（４）角形鋼管柱（貫通ダイヤフラム）

Ｙ１

ＨＢ

１Ｙ

1ＨＴ

Ｆ2

1ＨＴ

25以上25以上

1

（ａ）柱頭部

Ｙ２Ｙ２

空気穴（30φ程度）

2Ｆ

2Ｆ

1

Ｘ－Ｘ 断面図11

1ＨＴ

ＴＨ 2

Ｙ－Ｙ 断面図

10

　（３）Ｈ形柱

空気孔（※）

Ｘ

ＢＨ

１Ｘ

2Ｆ

2Ｆ*

2Ｆ*

Ｈ

ＨＴ

2Ｆ*

2Ｆ

Ｔ *

10

ＨＴ

（ａ）柱頭部

Ｘ

ＨＴ

2Ｐ*

２Ｘ

2

Ｂ

Ｂ

Ｙ１

ＴＨ

Ｆ2
*

Ｆ2

ＨＢ

Ｆ2
*

Ｙ１

ＴＨ

Ｆ2
*

*

*Ｐ2

*Ｐ2

Ｆ2

Ｆ2

ＴＨ Ｆ2

ＴＨ 1 Ｈ

Ｙ－Ｙ 断面図1 1

2Ｐ*

Ｙ２

（ａ）柱頭部

Ｆ2

2Ｆ

２Ｙ

空気穴100φ程度

Ｔ

　（１）十字形柱梁通しタイプ

１　仕口部の溶接

　７　接合部等詳細図

2ＨＴ

Ｂ
１Ｙ

*
2Ｆ

2Ｆ

ＨＴ1

*

ＴＨ 2Ｆ

2

2Ｆ

Ｂ

２Ｙ

ＴＨ

2

*

１Ｙ

2ＦＨＴ

*

2Ｆ

2ＦＦ2

ＴＨ

Ｙ－Ｙ 断面図

２Ｙ

2Ｆ

11 2Ｆ

（ａ）柱頭部

2Ｆ

Ｆ

Ｆ

　（２）十字形柱通しタイプ

１

２

Ｆ2

ＨＢ1ＨＴ

1ＨＴ

25以上25以上

2

（ｂ）一般部

Ａ－Ａ 断面図

1Ｈ

Ｘ１ １Ｘ

Ｔ

2

Ｘ－Ｘ 断面図22

Ａ－Ａ 断面図

Ｙ－Ｙ 断面図

Ｂ－Ｂ 断面図

1ＨＢ

2ＨＢ

Ｘ１１Ｘ

Ｂ

Ａ
ＨＢ

Ｂ

Ａ

1ＨＴ

11

25以上

ＴＨ

2

25以上

1ＨＴ

（ｃ）段差部

仕口部の溶接（角形鋼管柱）（単位：mm）

Ｘ－Ｘ 断面図

Ｆ

1ＨＴ

Ｂ－Ｂ 断面図

Δｈ

*

Ｘ－Ｘ 断面図33

Ｆ2

（注）溶接方法又は溶接面の指定のない場合は、いずれによってもよいものとする。

2Ｆ*2Ｆ*

2Ｆ

2Ｆ
*

ＨＴ

（ｂ）一般部

10

ＨＴ

2Ｐ*

10

Ｘ

2Ｐ* 2Ｐ*

３Ｘ

ＨＴ

2Ｐ*

2Ｆ

ＴＨ

2

Ｙ－Ｙ 断面図22

Ｆ

2Ｐ*

2Ｐ*

2Ｆ*

ＢＨ
Ｈ

2Ｆ

Ｔ

ＴＨ

2Ｐ*

ＢＨ

*

１Ｘ

Ａ－Ａ 断面図

Ｐ2

空気穴100φ程度

Ｘ１

（ｂ）一般部

Ｘ

2Ｐ* 2Ｐ*

３Ｘ

Ｂ

Ａ

ＨＴ
ＨＴ

2Ｆ*

2Ｐ*

ＢΔｈ

Ａ

2Ｐ*

2Ｆ

2Ｆ

*

Ｐ2

（ｃ）段差部

ＨＴ

2Ｐ*
1Ｐ

*Ｆ2

ＴＨ

Ｆ2

2ＨＢ

ΔｈＡ

2Ｆ

2Ｐ*

*Ｆ2

ＢＨ

Ｆ2

Δｈ

ＴＨ

2Ｐ*
2Ｐ*

2Ｆ*
2Ｆ*

Ａ

Ｆ2

1 1

Ｆ2

Ｐ2

Ｘ－Ｘ 断面図

（ｃ）段差部

ＢＨ

Ｐ1

仕口部の溶接（十字形柱通しタイプ）

2Ｐ*

ＴＨ

2Ｆ

2Ｆ

2

2
*

Ｆ2
*

Ａ－Ａ 断面図

空気孔100φ程度

Ｘ１

Ｂ－Ｂ 断面図

2

2Ｆ

Ｆ2
*

Ｆ2
*

ＴＨ

Ｆ

2Ｆ

Ｂ

22Ｙ－Ｙ 断面図

１Ｘ

*
2Ｐ

（ｂ）一般部

Ｆ

Ｆ

Ｂ

Ａ

ＴＨ

2

2Ｆ

*

25以上

ＴＨ

2Ｆ
Ｆ2

*

Δｈ

の開先方向は、下図による。

※Δｈ＜150mmの場合の水平スチフナ

*Ｆ2

*Ｐ2

2

2Ｐ

水平スチフナ

2Ｆ

Ｆ

Ｂ

25以上
Ａ

2Ｆ

Δｈ
*

ＨＴ

2Ｆ

2Ｐ*

2Ｐ*

2Ｆ
1 1

*
2

Ｘ－Ｘ 断面図

2 1
* ＰＰ

Ｆ

（注）１　溶接方法又は溶接面の指定のない場合は、いずれによってもよいものとする。

　　　３　　　：　　としてもよい。ただし水平スチフナ厚12mm以下の場合は　　とする。

　　　２　　　：仕口パネル厚が16mm以上のものについては　　とする。

仕口部の溶接（十字形柱梁通しタイプ）（単位：mm）

（ｃ）段差部

Ｆ

Ｆ2
*

（注）１　溶接方法又は溶接面の指定のない場合は、いずれによってもよいものとする。

　　　２　　　：仕口パネル厚が16mm以上のものについては　　とする。

　　　３　　　：　　としてもよい。ただし水平スチフナ厚12mm以下の場合は　　とする。

　　　４　Δｈ＜150mmの場合の水平スチフナの開先方向は、十字形柱梁通しタイプに準じる。

　　　５　空気穴（※）については、設置の有無、位置、形状、大きさについて検討する。

　　　４　Δｈ＜150mmの場合の水平スチフナの開先方向は、十字形柱梁通しタイプに準じる。

　　　３　　　：　　としてもよい。ただし水平スチフナ厚が12mm以下の場合は　　とする。

（注）１　溶接方法又は溶接面の指定のない場合は、いずれによってもよいものとする。

仕口部の溶接（Ｈ形柱）（単位：mm）

　　　２　　　：ウェブ厚が16mm以上のものについては　　とする。

３

３

2Ｐ

ＢＨ 2
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安 藤 建 築 設 計
特記

構造設計一級建築士

一級建築士

黒野幸弘
鉄骨基準図 (4)

S - 12
訂正 ANDO

DESIGN

担当 図名

工事名

縮尺

図面番号

設計番号
第276959号

第4678号

Ｆ2

Ｆ2

Ａ

Ｆ2

Ａ

Ｆ2

Ｆ2

Ｆ2

Ｙ10

ＨＢ

６　水平ブレース

　（１）Ｈ形柱

Ａ

Ｙ

　（２）鋼管柱

Ａ－Ａ断面図

Ａ

Ｙ

Ｙ

Ａ－Ａ断面図

エンドタブ

10

梁一般部の継手（単位：mm）

フランジ・溶接接合
ウェブ・高力ボルト接合

はさみ板
Ｐ

10

Ｌ－９以上

2
5

2
5

リブプレート

5
0

はさみ板
Ｌ－９以上Ｐ

Ｈ

10

約
6
0
以

上

　（１）梁一般部

４　梁の継手

Ｆ2

　（１）十字形柱

３　柱の継手

10

フランジ・ウェブ共
高力ボルト接合

Ｆ2

1
0

　（２）山形ラーメン棟部

Ａ

2Ｆ

2Ｆ

Ｈ

Ａ
Ｔ

ウェブ・溶接接合
フランジ・高力ボルト接合

1
0

約60以上

高力ボルト接合

十字形柱の継手（単位：mm）

ｒ＝50

ｒ

Ｆ2

Ｆ2

フランジ・ウェブ共

はりフランジ上端へ

1
,
0
0
0
程

度
1
0

　　　　　（注）柱、梁及びブレースのゲージラインは原則として一致させる。

Ｙ－Ｙ断面図

柱、大梁及び水平ブレースの取合い（Ｈ形柱）（単位：mm）

　　　　　（注）柱、梁及びブレースのゲージラインは原則として一致させる。

Ｙ－Ｙ断面図

ＢＨ

θ≦30°

ＢＨ

ｒ＝20
40 40

10

　接合形式　Ｂ

4
0

4
0

10

Ｈｈ

w
c

２面せん断

Ｈ

≧
5
0

4040
10

4040

　接合形式　Ａ

1
0

10 10

≧
5
0

≧50

4
0

4
0

ｈ

w
c

柱、梁及び水平ブレースの取合い（鋼管柱）

4
0

　≦500

　－

　≦２列

10

40 40

≧
5
0

　大梁フランジ幅

　ガセット厚

　接合形式　Ｄ

　小梁せい

　ウェブボルト列数

4
0

ｒ＝20

　≦500

10

≧50

Ｈｈ

w
c

Ｈ

１面せん断

　小梁せい

　ウェブボルト列数

≧
5
0

4
0

　200≦

　－

10

40 40
ｒ＝20

　大梁フランジ幅

　ガセット厚

　接合形式　Ｃ

　ウェブボルト列数

　小梁せい

10

　≦500

　≦２列

2
0

10

4
0

ｈ

w
c

　小梁せい

　ウェブボルト列数

ｒ＝20

　≧小梁ウェブ厚、≧６mm

　１列、２列（大梁幅による）

山形ラーメン棟部の継手

10

20

Ａ

2Ｆ

Ａ
2Ｆ

X－X断面図

（ｂ）柱　頭（梁がピン接合の場合）

７　小梁の接合

　（１）ピン接合

　ガセット厚　ガセット厚

ＢＨ

　（２）剛接合

　小梁ウェブ厚の１サイズＵＰ

共通事項：大梁せい≧小梁せい

　　　　　小梁のせい方向の中心振り分けとする。

　　　　　ガセット厚、添板厚（接合形式Ａ）≧６mm

小梁の接合（ピン接合）（単位：mm）

小梁の接合（剛接合）

Ｆ2

Ｆ2

ＴＨ

（ａ）直交する梁との段差が100mm以上の場合

剛接小梁ウェブと同厚以上

30°

30°

（ｄ）ガセットプレートの形状

　　　　場合はこの限りではない。

鉛直ブレース（山形鋼）（単位：mm）

　　　　さを確保する。ただし、それによりゲージラインが不一致となる

（注）１ 柱、梁及びブレースのゲージラインは、原則として一致させる。

　　　２ ガセットプレートの幅は、材端ボルト位置で図(d)に示す　の長

　－　大梁フランジ幅 　200≦　大梁フランジ幅

５　鉛直ブレース

　（１）山形鋼

150

Ａ

2Ｆ

Ａ

X－X断面図

エンドタブ

ＢＨ
80

1
0

ウェブ・高力ボルト接合
フランジ・溶接接合

ＢＨ

40

5
0

50

　（２）Ｈ形柱

　　板厚は９mm以上とする。

1
0

約60以上

高力ボルト接合
フランジ・ウェブ共

（注）隔板の材質は上下柱ウェブ材のうち、強度及び溶接性の最も優れたものを用いるものとし、

エレクションピース

ンピース
エレクショ

十字形柱のウェブ継手現場溶接用隔板（単位：mm）

X

Ｌ－６Ｐ

2Ｆ

2Ｆ

X

Ａ

2Ｆ

Ａ

（ｃ）柱　脚

2Ｆ

X－X断面図

丸形鋼管柱

Ｈ形柱の継手（単位：mm）

Ｘ

ＢＨ

　（３）鋼管柱

Ｘ

ＰＬ－（ａ）

150

80

1
0
0
以

上

Ｘ－Ｘ断面図

エレクションピース

角形鋼管柱

エレクションピースＦ2

（注）　Ｌ－（ａ）は厚さ９mm以上とし、柱径400mm以下の場合は省略してもよい。

エレクションピース

　　　（注）リブプレートの厚さは梁のウェブプレート厚以上とする。

Ａ－Ａ断面図

（ａ）柱　頭（梁が剛接合の場合）

鋼管柱の継手（単位：mm）

（ｂ）直交する梁との段差が100mm未満の場合

　　　　　ウェブボルトの配置は、最小ボルト本数を２本、せい方向ピッチを60、90、120mmの３種類とし、

　１列、２列（大梁幅による）

　≧小梁ウェブ厚、≧６mm

１面せん断

　小梁ウェブ厚の１サイズＵＰ

１面せん断

Ｈ以上 25 25

2Ｆ2

　（１）Ｈ形柱脚

２　柱　脚

Ｆ

2

2Ｆ

*
ＨＴ

Ｆ

5
0

25

2
5

2Ｆ

2Ｆ

*
2Ｆ

ＴＨ
*
ＨＴ

5
0

5050

2
5

2Ｆ

Ｐ1

Ｈ形柱脚部（単位：mm）

*
Ｈ

2Ｆ

Ｔ

25

2
5

　（２）十字形柱脚

*
ＨＴ

　　　※埋込み型柱脚とする場合で、フランジ厚さが12ミリ以下の場合は　　、

　　　　13ミリ以上の場合は　　とすることができる。　　

5
0

2Ｆ

Ｆ2

50

1Ｐ

25

十字形柱脚部（単位：mm）

5
0

5
0

5
0

50 50 50

5
0

*
ＨＴ1

角形鋼管柱

Ｆ1

50

　（３）鋼管柱脚

　　　※柱板厚が６ミリ以下の場合は　　とすることができる。

　　　※埋込み型柱脚とする場合で、フランジ厚さが12ミリ以下の場合は　　、

　　　　13ミリ以上の場合は　　とすることができる。　　

鋼管柱脚部（単位：mm）
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桜井中学校校舎改修第２期主体工事
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ARCHITECTURAL

安藤　敦也

一級建築士事務所

株式会社

一級建築士　第244565号

安 藤 建 築 設 計
特記

2020.12.21

構造設計一級建築士

一級建築士

黒野幸弘
基礎、1階床伏図 (A3) 1：100

S - 14
訂正 ANDO

DESIGN

担当 図名

工事名

縮尺

図面番号

設計番号
第276959号

第4678号

2
,7
40

C C

D

E

2
,5
00

5
,0
00

5
,4
00

6,100 2,400
4

Y1

Y2

X1 X2

基礎伏図　1：50

特記なき限り下記による

1．GL = KBM ± 0 とする。

2．基礎底は、GL-1,500 とする。

4．耐圧版天端（FS1）は、GL-1,000 とする。

2
,7
40

C C

D

E

2
,5
00

5
,0
00

5
,4
00

6,100 2,400
4

245

2
45

Y1

Y2

X1 X2

C1

C1

C1FG1

FG1

F
G2

F
G2

FB2

F
B1S1

S1

3,300 2,800

245

2
45

2
,7
90

2
,6
10

特記なき限り下記による

1．1FL = GL+400 とする。

3．梁天端は、1FL-650 とする。

2．スラブ天端は、1FL-30 とする。

１階床伏図　1：50

E
XP
.J

1,710 490

FCG1

FCB1

S1

E
P
12

E
P
12

EP15

FS1 FS1

FS1

FG1

FG1

F
G2

F
G2

FB2

F
B1

FCG1

FCB1
F
B3

5.　　  は、耐圧版上打増しァ150 範囲を示す。

E V

F
B3

3.　　  は、梁打増し範囲を示す。

4.　　  は、梁打増し範囲を示す。

6,500

200

5
,8
00

200

2
00

2
00

6,500

X1 X2

6,100200

1
,2
20

GL

2
50

地中梁天端

4
00

1FL
1SL

3
0

1
,2
50

1
50

5
00

1
80

スラブ新設

既設校舎

430

5.　　  は、床下点検口 600×600 を示す。

2
55

1
,9
85

352,000

6
0

6
0

60 60

柱芯

柱芯

7
5

柱
芯

柱
芯

2
45

2
45

2
,7
90

2
,6
10

柱芯

柱芯

245

3,300 2,800

245

柱
芯

柱
芯

200

1,710 490
200

E
XP
.J

1
,5
00

200

1
10

25

梁符号

FCG1

FCB1

・梁貫通補強材 ダイヤレンNS の場合を示す。

補強材
箇所数

125φ

孔際あばら筋

1-2-D10
1

I-2R-2

1-2-D10
1

I-2R-2

使用径

梁貫通補強

φ125

φ125

C1

6
40

6
40

120

(A1) 1：50
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黒野幸弘
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DESIGN

担当 図名
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図面番号
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2
,7
40

C C

D

E

2
,5
00

5
,0
00

5
,4
00

6,100 2,400
4

Y1

Y2

X1 X2

245

2
45

3,300 2,800

245

2
45

2
,7
90

2
,6
10

C1 C1

C1 C1

G45

G45

G
45

G
45

B
2
5A

B40

B
25

DS1

DS1

B
2
5ADS1 DS1

CB40

CG40

1．大梁ジョイント位置は、柱芯より 800 とする。

特記なき限り下記による

2．梁天端は、2,3FL-160 とする。

3．スラブ天端は、2,3FL-30 とする。

２、３階床伏図　1：50

5．    は、剛接合を示す。

E
XP
.J

4．    は、デッキ方向を示す。

スラブ新設

既設校舎

2
,7
40

C C

D

E

2
,5
00

5
,0
00

5
,4
00

6,100 2,400
4

Y1

Y2

X1 X2

3,300 2,800

2
,7
90

2
,6
10

G40

G40

G
40

G
40

B
2
5A

B35 CB35

CG35

B
25

DS1
DS1

B
2
5ADS1 DS1

1．大梁ジョイント位置は、柱芯より 800 とする。

特記なき限り下記による

2．大梁天端は、RFL-140～340 とし、小梁天端＝大梁天端とする。

3．スラブ天端は、RFL-10 とする。

Ｒ階床伏図　1：50

5．    は、剛接合を示す。

E
XP
.J

EB15T

EB15T

EB12T

3
40

RFL(水上) 1
40

梁天端レベル

B
20

1,100 2,200

ﾊﾄ小屋

E
P
12

E
P
12

EP15

E V

DS1

4．    は、デッキ方向を示す。

柱芯

柱芯

柱
芯

柱
芯

1,300 900
200

3
0

3
0

1,710 490
200

CT-175×175×7×11

6
40

6
40

(A3) 1：100

(A1) 1：50

430 120
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桜井中学校校舎改修第２期主体工事
日付

登録番号 第10838号

ARCHITECTURAL

安藤　敦也

一級建築士事務所

株式会社

一級建築士　第244565号

安 藤 建 築 設 計
特記

構造設計一級建築士

一級建築士

黒野幸弘
軸組図（１）

S - 16
訂正 ANDO

DESIGN

担当 図名

工事名

縮尺

図面番号

設計番号
第276959号

第4678号
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Y1通 軸組図　1：50
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基礎底
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X2 4 5
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C1 C1

5,610 245
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柱脚下端
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柱Joint
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柱Joint

Y2通 軸組図　1：50
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4
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2,260

1
50

150

3
0

4
70

D

C
5,000

4通 軸組図　1：50

200

7
50

3
00 3
0

200
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(A3) 1：100

(A1) 1：50

スラブ新設

既設校舎

2.　　　は、梁打増し範囲を示す。

特記なき限り下記による

1．大梁ジョイント位置は、柱芯より 800 とする。
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スラブ新設
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桜井中学校校舎改修第２期主体工事
日付

登録番号 第10838号

ARCHITECTURAL

安藤　敦也

一級建築士事務所

株式会社

一級建築士　第244565号

安 藤 建 築 設 計
特記

構造設計一級建築士

一級建築士

黒野幸弘
軸組図（２）

S - 17
訂正 ANDO

DESIGN

担当 図名

工事名

縮尺

図面番号

設計番号
第276959号

第4678号
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X1通 軸組図　1：50 X2通 軸組図　1：50
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1FL
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1FL
1SL
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FG2 FG2

245 245 245 245

2FL2FL

一般事項（使用構造材料一覧表・使用建築材料表）

デッキ上；Ｆc = 24N/mm

に適合する冷間ロール成形角形鋼管

「建築構造用冷間ロール成形角形鋼管(BCR295)」

角形鋼管；BCR295－(社)日本鉄鋼連盟製品規定

D19～D25；SD345 －JIS G 3112

D10～D16；SD295A－JIS G 3112

D29以上 ；SD390 －JIS G 3112

建設省住宅局建築指導課　監修

・SCSS-H97　鉄骨構造標準接合部　Ｈ形鋼編

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　（最新版）

但し、本工事に関係しない事項は適用しない。

本記載事項以外は、下記に準拠する。

高力ボルト；S10Ｔ(トルシア型）－JSS 09

上記以外の鋼材・鋼板等；SS400－JIS G 3101

内ダイヤフラム；SN490B－JIS G 3136

通しダイヤフラム；SN490C－JIS G 3136

ナット（中ボルト）；強度区分4T－ JIS B 1181

ボルト（中ボルト）；強度区分4.6－JIS B1180

溶融亜鉛めっき高力ボルト；F8Ｔ－JIS B 1186

柱脚工法；ハイベースNEO工法（既製露出型柱脚工法）

小梁［H形鋼、鋼板］；SN400A－JIS G 3136

軽量形鋼；SSC400－JIS G 3350

錆止め塗装；JIS K5674-2回

鉄骨構造標準接合部委員会　編

４．適用基準

３．鉄骨

躯体；Ｆc = 24N/mm
２

１．コンクリート

２．鉄筋

（国土交通大臣認定品）

（国土交通大臣認定品）

２
スランプ18cm

スランプ18cm

支持地盤　： GL - 1.5 m 以深のシルト混り砂層

基礎の種類： ベタ基礎

５．基礎・地盤説明書

認定番号　国住指第381-1号 MSTL-0377 ※

認定番号　国住指第449-1号 MBTL-0125 ※

認定番号　国住指第1668号 MBTL-0050 ※

※印の認定番号は、他にも多数あり、同じ認定構造方法又は建築材料の

　名称の認定品であれば、いずれの認定番号も可とする。

長期地耐力： 100 kN/㎡  以上

平板載荷試験1ヶ所（最大荷重 25 kN)を実施して地耐力の確認を

行うこと。

土間コンクリート；Ｆc = 18N/mm
２

スランプ18cm

捨てコンクリート；Ｆc = 18N/mm
２

スランプ18cm

KH1

KH1

K
V1

K
V1

KH1

KH1

K
V1

K
V1

KH1

KH1

K
V1

K
V1

大梁［H形鋼、鋼板］；SN400B－JIS G 3136

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

(A3) 1：100

(A1) 1：50

900

2.　　　は、梁打増し範囲を示す。

特記なき限り下記による

1．大梁ジョイント位置は、柱芯より 800 とする。
J
oi
nt
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桜井中学校校舎改修第２期主体工事
日付

登録番号 第10838号

ARCHITECTURAL

安藤　敦也

一級建築士事務所

株式会社

一級建築士　第244565号

安 藤 建 築 設 計
特記

2020.12.21

構造設計一級建築士

一級建築士

黒野幸弘
部材リスト

S - 18
訂正 ANDO

DESIGN

担当 図名

工事名

縮尺

図面番号

設計番号
第276959号

第4678号

符  号
WEB

鉄骨材質；HTBは、高力ボルトS10Tを示す。鉄骨継手仕様；SCSS-H97に準拠

材　質部    材

特記なき限り下記による。

継    手

FLG

鉄骨リスト

G40 H－400×200×8×13 SN400B 2PL－9×260×170  HTB 4－M20PL－9×200×410  2PL－9×80×410  HTB 6－M20

B25 H－250×125×6×9 SN400A G.PL－6  HTB 3－M16（ボルト＠60）

G45 H－450×200×9×14 SN400B 2PL－9×320×170  HTB 5－M20PL－12×200×410  2PL－12×80×410  HTB 6－M20

CG35
H－350×175×7×11 SN400B

2PL－6×260×170  HTB 3－M20PL－9×175×290  2PL－9×70×290  HTB 4－M20

工場溶接

B35 H－350×175×7×11 SN400A G.PL－9  HTB 3－M20（ボルト＠70）

SN400A G.PL－9  HTB 4－M20（ボルト＠70）B40 H－400×200×8×13

鉄骨柱脚

700×700

16-D22

B×D

帯　筋

主　筋

基 礎 柱

C1

□－300×300×16

□－300×300×16

符  号

2 階

1 階

（BCR295）

（BCR295）

柱リスト 1/30

λ=50

λ=55

8 - M30

□－300×300×123 階 （BCR295）λ=47

ハイベースNEO EB300-8-30

アンカーボルト

ベースプレート B.PL-500×500×36

基礎リスト　1/50

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

あばら　筋

腹　　　筋

断　　　面

位　　置 全断面

符　　号 FG1 FG2

全断面

GL

FB1

全断面

２．段受け筋は、D10@1000 とする。（2段目の主筋が3本以上の場合必要）

特記なき限り下記による

１．巾止め筋は、D10@1000 とする。

300

1
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50

5
0

6
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2
50

300×1,250

D10-@200

3-D16

3-D16

6-D10

2-D16(b≦300)
D16@300(b＞300)打増し

あばら筋と同径・同ピッチ

a
L
2

b

a≧70の場合の打増補強

梁打増補強要領

2-D10@300

※X,Y方向の梁天端または下端位置が同じ場合

地中梁主筋位置

(X1～X2通)
Y方向梁主筋

(Y1～Y2通)
X方向梁主筋

(Y1～Y2通)
X方向梁主筋

(X1～X2通)
Y方向梁主筋

CB35
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5
00 4
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300×600
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3-D16

3-D16

2-D10

FCG1,FCB1

全断面
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5
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6
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2
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400×600

D10-@150

3-D25

3-D25

2-D10

FB2

端部

500

1
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50

5
0

6
0

2
50

500×1,250

D13-@150

4-D25

4-D25

6-D13

中央

7-D25

4-D25

EB15T H－150×150×7×10 SN400A G.PL－9  HTB 2－M16

EP12 H－125×125×6.5×9 SN400A
G.PL－9  HTB 2－M16

RC接合；B.PL－12×180×160（モルタルァ30） A.Bolt 2－M16ダブルナット(L=320)

500×1,250

D13-@200

4-D25

4-D25

6-D13

500

1
,2
50

5
0

6
0

2
50

500

500×1,250

D13-@200

5-D25

4-D25

6-D13

500

1
,2
50

5
0

6
0

2
50

位置符　号 版　厚 短　辺　方　向 長　辺　方　向

FS1 500
上

下

D16-@200

D16-@200 D16-@200

D16-@200

スラブリスト

基礎柱幅

基
礎
柱
幅

L
2

地中梁天端

基礎柱と同寸法

□D10@200

8-D10
帯　筋

B×D
主　筋

基礎柱打増詳細図

打増

□-D10@200
打増補強hoop筋

8-D10
打増補強主筋

CG40
H－400×200×8×13 SN400B

2PL－9×260×170  HTB 4－M20PL－9×200×410  2PL－9×80×410  HTB 6－M20

工場溶接CB40

スタッド要領図

溶接金網 φ6-150×150

デッキプレート t = 1.2

符　号

DS1

8
0

5
0

デッキ合成スラブ　1/30

（大梁、小梁共）

B25A H－250×125×6×9 SN400A G.PL－6  HTB 2×2－M16（ボルト＠100×60）
B25A接合部詳細図 1/30

60

1
00

G.PL-6

PL-6

HTB 4-M16

B

1-φ16@300
頭付スタッド

2-φ16@300
頭付スタッド

B ≧ 300 B ＜ 300

B

100

8
0

8
0

S1 150
上

下

D10,D13-@200

D10,D13-@200 D10-@200

D10-@200

FS1 配筋詳細図 1/30

200

5
00

曲上げ

D13 D16@200

D16@200

KH1 L－75×75×9 SS400 G.PL－9  中ボルト 2－M12

KV1 L－90×90×10 SS400 G.PL－9  中ボルト 2－M12

EB12T H－125×125×6.5×9 SN400A G.PL－9  HTB 2－M16

EP15 H－150×150×7×10 SN400A
G.PL－9  HTB 2－M16

RC接合；B.PL－16×180×180（モルタルァ30） A.Bolt 2－M16ダブルナット(L=320)

D13-@150

(A3) 1：60

(A1) 1：30

B20 H－200×100×5.5×8 SN400A G.PL－6  HTB 2－M16（ボルト＠60）
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DESIGN
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工事名

縮尺

図面番号

設計番号
第276959号

第4678号
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PL-19(SN490C)

PL-19(SN490C)

PL-22(SN490C)

PL-22(SN490C)

PL-19(SN490C)

PL-19(SN490C)

PL-22(SN490C)

PL-22(SN490C)

PL－9×200×410
2PL－9×80×410
HTB 6－M20

2PL－9×260×170
HTB 4－M20

PL－12×200×410
2PL－12×80×410
HTB 6－M20

2PL－9×320×170
HTB 5－M20

HB

HB

F2

HB

HB

F2

HT1

ハイベースNEO
EB300-8-30

HT1

ハイベースNEO
EB300-8-30

頭付スタッド
1-φ16-@300(L=80)

頭付スタッド
1-φ16-@300(L=80)

2,3FL

2,3FL

G45：H－450×200×9×14

B40：H－400×200×8×13
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